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Ⅲ.市民意識調査の結果 

 

1.回答者の属性 

 

問1.性別(自認している性別) 

有効回収数 911人の内、「女性」53.0%(483人)、「男性」46.1%(420人)、「男性・女性と決めて

いない、抵抗を感じる人」0.3%(3 人)、「無回答」0.5%(5 人) 。また、「男性・女性決めていない、抵抗

を感じる人」は２０１９年調査より新たに追加した項目のため前回調査との比較はありません。 

 
問2.年代 

 
問1.性別(自認している性別)で、「無回答」0.5%(5人)は除いています。 

  

53.0

55.0

46.1

44.7

0.3

0.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

女性 男性 男性・女性決めていない、抵抗を感じる人 無回答

6.4

5.2

5.7

33.3

9.3

9.9

9.7

12.1

11.8

11.9

13.3

18.0

15.8

33.3

27.1

27.5

27.2

33.3

31.2

27.5

29.4

0.0

0.5

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

全体(n=911)

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答
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問2.年代(2014年調査との比較) 

 

 

 
問１．性別(自認している性別)で、「男性・女性決めていない、抵抗を感じる人」は２０１９年調査より新た

に追加した項目のため前回調査との比較はありません。また「無回答」0.5%(5人)は除いています。 

  

5.7

6.9

9.7

12.1

11.9

14.4

15.8

18.8

27.2

26.6

29.4

20.8

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

全体

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

5.2

6.6

9.9

13.6

11.8

14.7

18.0

17.1

27.5

25.8

27.5

22.0

0.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年調査(n=483)

2014年調査(n=531)

女性

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

6.4

7.4

9.3

10.4

12.1

14.2

13.3

20.9

27.1

27.6

31.2

19.5

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年調査(n=420)

2014年調査(n=431)

男性

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答
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問３.家族構成 

 

 
 

 

0.0

10.2

8.9

9.3

7.8

0.0

24.5

26.7

25.7

24.9

66.7

46.9

42.0

44.2

45.5

33.3

14.8

17.4

16.2

19.8

0.0

3.1

4.8

4.1

1.6

0.0

0.5

0.2

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

単身世帯 1世代世帯 2世代世帯 3世代世帯 その他 無回答

16.5

5.3

3.4

3.5

6.3

24.0

32.3

40.6

19.5

7.0

18.8

8.0

28.6

36.1

51.7

66.7

50.0

40.0

14.3

15.0

24.1

19.3

14.6

24.0

7.5

3.0

1.1

3.5

10.4

4.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=133)

60～69歳(n=133)

50～59歳(n=87)

40～49歳(n=57)

30～39歳(n=48)

20～29歳(n=25)

女性

単身世帯 1世代世帯 2世代世帯 3世代世帯 その他 無回答
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問1.性別(自認している性別)で、「無回答」0.5%(5人)は除いています。 

 

  

9.9

7.9

5.4

9.8

15.4

22.2

38.9

28.9

19.6

7.8

5.1

11.1

34.4

43.9

58.9

66.7

61.5

37.0

15.3

16.7

12.5

7.8

12.8

22.2

1.5

2.6

1.8

7.8

2.6

7.4

0.0

0.0

1.8

0.0

2.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=131)

60～69歳(n=114)

50～59歳(n=56)

40～49歳(n=51)

30～39歳(n=39)

20～29歳(n=27)

男性

単身世帯 1世代世帯 2世代世帯 3世代世帯 その他 無回答

100.0

100.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=1)

60～69歳(n=1)

30～39歳(n=1)

男性・女性と決めていない、抵抗を感じる人

単身世帯 1世代世帯 2世代世帯 3世代世帯 その他 無回答
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問4.就業状況 

 

 
 

 

66.7

35.7

19.7

27.1

30.6

0.0

12.4

24.8

19.1

19.2

0.0

4.0

4.6

4.3

2.5

0.0

5.7

2.7

4.1

3.5

33.3

8.1

4.3

6.1

4.8

0.0

1.0

0.2

0.5

0.8

0.0

0.0

20.7

11.1

11.0

0.0

1.7

0.8

1.2

1.3

0.0

27.9

20.5

23.8

24.4

0.0

2.9

1.4

2.1

1.6

0.0

0.7

0.2

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

正規雇用者 非正規雇用者 派遣社員、契約社員 農林水産業

商工・サービス業 自由業 家事専業・家事手伝い 学生

無職 その他 無回答

0.8

5.3

35.6

38.6

41.7

56.0

5.3

29.3

37.9

42.1

29.2

12.0

0.8

2.3

9.2

3.5

12.5

8.0

3.8

3.0

1.1

0.0

6.3

0.0

5.3

6.0

4.6

0.0

2.1

4.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

32.3

28.6

8.0

14.0

6.3

4.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.0

49.6

21.8

2.3

1.8

2.1

0.0

1.5

3.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=133)

60～69歳(n=133)

50～59歳(n=87)

40～49歳(n=57)

30～39歳(n=48)

20～29歳(n=25)

女性

正規雇用者 非正規雇用者 派遣社員、契約社員 農林水産業

商工・サービス業 自由業 家事専業・家事手伝い 学生

無職 その他 無回答
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問1.性別(自認している性別)で、「無回答」0.5%(5人)は除いています。 

  

2.3

17.5

75.0

76.5

79.5

55.6

12.2

28.1

1.8

11.1

2.3

4.4

5.4

5.9

7.7

0.0

10.7

5.3

1.8

3.9

2.6

9.2

7.9

8.9

9.8

2.6

3.7

1.5

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

25.9

55.0

31.6

5.4

3.9

5.1

3.7

5.3

3.5

1.8

1.5

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=131)

60～69歳(n=114)

50～59歳(n=56)

40～49歳(n=51)

30～39歳(n=39)

20～29歳(n=27)

男性

正規雇用者 非正規雇用者 派遣社員、契約社員 農林水産業

商工・サービス業 自由業 家事専業・家事手伝い 学生

無職 その他 無回答

100.0

100.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=1)

60～69歳(n=1)

30～39歳(n=1)

男性・女性と決めていない、抵抗を感じる人

正規雇用者 非正規雇用者 派遣社員、契約社員 農林水産業

商工・サービス業 自由業 家事専業・家事手伝い 学生

無職 その他 無回答
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問5.結婚の有無 

 

 
 

 

 

33.3

77.9

77.8

77.6

77.2

66.7

6.4

12.6

9.9

9.9

15.2

9.5

12.2

12.4

0.5

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

結婚している(事実婚含む) 結婚していたが、離婚・死別などで現在は夫・妻はいない 結婚していない 無回答

68.4

88.0

86.2

91.2

77.1

16.0

27.8

12.0

8.0

0.0

2.1

0.0

3.8

0.0

5.7

8.8

20.8

84.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=133)

60～69歳(n=133)

50～59歳(n=87)

40～49歳(n=57)

30～39歳(n=48)

20～29歳(n=25)

女性

結婚している(事実婚含む) 結婚していたが、離婚・死別などで現在は夫・妻はいない 結婚していない 無回答
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問1.性別(自認している性別)で、「無回答」0.5%(5人)は除いています。 

 

  

91.6

84.2

85.7

70.6

51.3

18.5

7.6

7.0

5.4

5.9

5.1

3.7

0.8

7.0

8.9

23.5

43.6

77.8

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=131)

60～69歳(n=114)

50～59歳(n=56)

40～49歳(n=51)

30～39歳(n=39)

20～29歳(n=27)

男性

結婚している(事実婚含む) 結婚していたが、離婚・死別などで現在は夫・妻はいない 結婚していない 無回答

100.0

100.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=1)

60～69歳(n=1)

30～39歳(n=1)

男性・女性と決めていない、抵抗を感じる人

結婚している(事実婚含む) 結婚していたが、離婚・死別などで現在は夫・妻はいない 結婚していない 無回答
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問6.配偶者の就労状況(問5で「1.結婚している(事実婚含む)」に〇印をつけた方のみ) 

 

 

47.7

49.2

48.4

44.7

100.0

27.5

25.3

26.3

28.9

22.9

23.9

23.6

25.0

1.8

1.6

1.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=1)

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

共働き 一人のみ働いている 二人とも働いていない 無回答

9.9

34.2

77.3

84.6

83.8

75.0

22.0

36.8

22.7

15.4

16.2

25.0

62.6

28.2

0.0

0.0

0.0

0.0

5.5

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=91)

60～69歳(n=117)

50～59歳(n=75)

40～49歳(n=52)

30～39歳(n=37)

20～29歳(n=4)

女性

共働き 一人のみ働いている 二人とも働いていない 無回答
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問1.性別(自認している性別)で、「無回答」0.5%(5人)は除いています。 

 

  

20.8

42.7

85.4

83.3

70.0

80.0

31.7

34.4

14.6

13.9

30.0

20.0

43.3

21.9

0.0

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=120)

60～69歳(n=96)

50～59歳(n=48)

40～49歳(n=36)

30～39歳(n=20)

20～29歳(n=5)

男性

共働き 一人のみ働いている 二人とも働いていない 無回答

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=1)

男性・女性と決めていない、抵抗を感じる人

共働き 一人のみ働いている 二人とも働いていない 無回答
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問7.同居している小学生以下の子どもの有無 

 

 

0.0

15.2

13.5

14.2

16.3

100.0

78.8

83.4

81.3

78.9

0.0

6.0

3.1

4.5

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

はい いいえ 無回答

0.8

3.0

2.3

47.4

60.4

8.0

92.5

95.5

96.6

49.1

39.6

88.0

6.8

1.5

1.1

3.5

0.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=133)

60～69歳(n=133)

50～59歳(n=87)

40～49歳(n=57)

30～39歳(n=48)

20～29歳(n=25)

女性

はい いいえ 無回答
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問1.性別(自認している性別)で、「無回答」0.5%(5人)は除いています。 

 

  

6.1

5.3

5.4

51.0

43.6

11.1

91.6

90.4

89.3

41.2

38.5

77.8

2.3

4.4

5.4

7.8

17.9

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=131)

60～69歳(n=114)

50～59歳(n=56)

40～49歳(n=51)

30～39歳(n=39)

20～29歳(n=27)

男性

はい いいえ 無回答

0.0

0.0

0.0

100.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=1)

60～69歳(n=1)

30～39歳(n=1)

男性・女性と決めていない、抵抗を感じる人

はい いいえ 無回答
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2.男女平等について 

問８ あなたは、次にあげる分野において男女の地位が平等になっていると思いますか。①～⑦の項目に

ついて、あてはまる回答の数字に 1つだけ〇をつけてください。 

男女の地位の平等について聞いたところ、「男性の方が優遇されている・どちらかといえば男性の方

が優遇されている」を合わせて最も割合が高かったのは、「④社会通念・慣習・しきたりのなかで」

68.7％、次いで「⑥政治(政策決定)の場で」57.9％、「⑦自治会・住民自治協議会などの地域活動の

場で」49.2％となっています。「平等になっている」で最も割合が高かったのは、「③学校のなかで」

35.6%でした。 

 
「どちらかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が優遇されている」を合わせる場合は、『女性の

方が優遇』と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「男性の方が優遇されている」を合わせる場

合は、『男性の方が優遇』と記載します。 

  

1.2

0.2

1.1

0.4

0.9

1.6

2.5

3.7

1.9

4.1

3.2

1.9

6.7

7.2

22.7

18.3

30.6

12.0

35.6

27.6

33.3

33.5

34.6

30.6

46.4

5.6

26.0

34.2

15.7

23.3

10.8

22.3

1.5

11.1

12.4

18.2

15.6

16.8

9.1

34.5

15.1

7.0

4.9

5.9

6.0

6.6

20.1

11.9

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦自治会・住民自治協議会などの

地域活動の場で

⑥政治(政策決定)の場で

⑤法律や制度の上で

④社会通念・慣習・しきたりのなかで

③学校のなかで

②職場のなかで

①家庭のなかで

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答
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「①家庭のなかで」 

前回調査との比較では、大きな差は見られません。 

性別でみると、「平等になっている」について、女性は25.9％と男性42.1%より16.2ポイン

ト低くなっています。 

 
「②職場のなかで」 

前回調査との比較では、『男性の方が優遇』について、2019 年調査が 37.1%と 2014 年調査

51.6%より14.5ポイント低くなっています。 

性別でみると、「平等になっている」について、女性は24.0%と男性31.4%より7.4ポイント

低くなっています。 

 

0.0

2.9

2.3

2.5

1.7

0.0

8.3

6.0

7.2

7.9

0.0

42.1

25.9

33.3

35.9

66.7

28.3

39.5

34.2

32.2

0.0

7.1

17.0

12.4

11.1

33.3

8.3

5.6

7.0

5.4

0.0

2.9

3.7

3.3

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

①家庭のなかで

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている わからない
無回答

0.0

2.4

1.0

1.6

0.7

0.0

8.8

5.0

6.7

4.4

0.0

31.4

24.0

27.6

23.5

66.7

26.4

26.1

26.0

37.9

0.0

10.7

11.6

11.1

13.7

33.3

12.1

17.4

15.1

10.9

0.0

8.1

14.9

11.9

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

②職場のなかで

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている わからない
無回答
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  「③学校のなかで」 

前回調査との比較では、「平等になっている」について、2019 年調査が 35.6%と 2014 年調査

51.6%より 16.0ポイント低くなっています。 

性別でみると、大きな差は見られません 

 
 「④社会通念・慣習・しきたりのなかで」 

 前回調査との比較では、大きな差は見られません。 

 性別でみると、『男性の方が優遇』について、女性は 71.9%と男性65.0%より 6.9ポイント高くなって

います。 

 
  

0.0

1.4

0.4

0.9

0.6

0.0

1.9

1.9

1.9

2.5

0.0

36.2

35.6

35.6

51.6

0.0

5.5

5.8

5.6

6.4

33.3

1.4

1.4

1.5

1.9

66.7

36.4

32.7

34.5

26.8

0.0

17.1

22.2

20.1

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

③学校のなかで

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている わからない
無回答

0.0

1.0

0.0

0.4

0.3

0.0

4.3

2.1

3.2

2.8

0.0

16.7

8.1

12.0

11.4

66.7

46.7

46.6

46.4

48.5

0.0

19.0

25.3

22.3

21.8

33.3

8.1

9.7

9.1

8.5

0.0

4.3

8.3

6.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

④社会通念・慣習・しきたりのなかで

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている わからない
無回答
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「⑤法律や制度の上で」 

前回調査との比較では、『男性の方が優遇』について、2019 年調査が 41.4%と 2014 年調査

32.5%より 8.9ポイント高くなっています。 

性別でみると、「平等になっている」について、女性は 22.4%と男性 40.5%より 18.1 ポイン

ト低くなっています。 

 
「⑥政治(政策決定)の場で」 

前回調査との比較では、大きな差は見られません。 

性別でみると、「平等になっている」について、女性は10.8%と男性26.9%より16.1ポイン

ト低くなっています。 

 

33.3

1.7

0.4

1.1

0.9

0.0

6.2

2.3

4.1

4.7

0.0

40.5

22.4

30.6

36.6

33.3

27.9

33.3

30.6

24.7

33.3

7.1

13.9

10.8

7.8

0.0

13.6

19.5

16.8

18.1

0.0

3.1

8.3

6.0

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

⑤法律や制度の上で

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている わからない
無回答

0.0

0.2

0.2

0.2

0.1

0.0

2.9

1.0

1.9

1.2

33.3

26.9

10.8

18.3

17.6

33.3

34.8

34.8

34.6

35.2

33.3

18.3

27.3

23.3

21.8

0.0

14.3

17.0

15.6

16.4

0.0

2.6

8.9

5.9

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

⑥政治(政策決定)の場で

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている わからない
無回答
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 「⑦自治会・住民自治協議会などの地域活動の場で」 

  前回調査との比較では、大きな差は見られません。 

性別でみると、「平等になっている」について、女性は 18.4%と男性 27.9%より 9.5ポイント低くなっ

ています。 

 
 

  

0.0

1.7

0.8

1.2

0.1

33.3

4.3

3.1

3.7

2.7

0.0

27.9

18.4

22.7

26.3

33.3

35.7

31.9

33.5

30.8

0.0

9.5

21.3

15.7

16.2

33.3

18.1

17.6

18.2

16.9

0.0

2.9

6.8

4.9

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

⑦自治会・住民自治協議会などの地域活動の場で

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている わからない
無回答
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「男は仕事、女は家庭・育児・介護」という考え方については、全体では「そう思う・どちらかといえばそ

う思う」と性別役割分担に肯定的な人は 44.5%、「そう思わない・どちらかといえばそう思わない」と性

別役割分担に否定的な人は54.8%と、否定的な人が肯定的な人に比べて10.3ポイント高くなっていま

す。 

前回調査との比較では「そう思わない・どちらかといえばそう思わない」を合わせた割合について、

2019年調査が 54.8%と 2014年調査47.1%より 7.7ポイント高くなっています。 

性別による大きな差は見られません。 

 
年齢別では、20 歳代は「そう思わない・どちらかといえばそう思わない」と性別役割分担に否定的な

人が 8割を超えています。一方年齢が上がるにつれて「そう思う・どちらかといえばそう思う」と性別役割

分担に肯定的な人の割合が高くなる傾向があり、特に 70歳以上の人は、5割を超えています。 

 

0.0

9.0

5.4

7.0

6.1

0.0

39.0

36.6

37.5

44.5

66.7

23.8

24.2

24.1

21.1

33.3

28.1

32.7

30.7

26.0

0.0

0.0

1.0

0.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

10.8

7.7

2.8

3.7

9.1

0.0

47.0

40.7

33.3

28.7

29.5

15.4

21.3

23.0

26.4

28.7

23.9

30.8

19.4

28.6

37.5

38.0

37.5

53.8

1.5

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=268)

60～69歳(n=248)

50～59歳(n=144)

40～49歳(n=108)

30～39歳(n=88)

20～29歳(n=52)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

問９ 「男は仕事、女は家庭・育児・介護」という考え方がありますが、あなたはどう思いますか。 
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性別・年齢別でみると、男性の 20歳代から 50歳代と女性の 20歳代から 60歳代は、「そう思わな

い・どちらかといえばそう思わない」と性別役割分担に否定的な人が、「そう思う・どちらかといえばそう

思う」と肯定的な人を上回っています。特に、女性の 20歳代は、否定的な人が 100％となっています。 

  そう思う 
どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 
そう思わない 

全体 7.0% 37.5% 24.1% 30.7% 

女性(n=483) 

20～29歳 0.0% 0.0% 36.0% 64.0% 

30～39歳 4.2% 31.3% 22.9% 41.7% 

40～49歳 0.0% 26.3% 31.6% 40.4% 

50～59歳 3.4% 33.3% 26.4% 36.8% 

60～69歳 4.5% 42.9% 19.5% 33.1% 

70歳以上 11.3% 45.9% 22.6% 17.3% 

男性(n=420) 

20～29歳 0.0% 29.6% 25.9% 44.4% 

30～39歳 15.4% 28.2% 23.1% 33.3% 

40～49歳 7.8% 31.4% 25.5% 35.3% 

50～59歳 1.8% 33.9% 26.8% 37.5% 

60～69歳 11.4% 38.6% 27.2% 22.8% 

70歳以上 10.7% 48.9% 19.1% 21.4% 

男性・女性決めてい

ない、抵抗を感じる

人(n=3) 

20～29歳 - - - - 

30～39歳 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

40～49歳 - - - - 

50～59歳 - - - - 

60～69歳 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

70歳以上 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

性別・結婚の有無でみると、結婚している人は、結婚していない人より性別役割分担に肯定的な人の

割合が高くなっています。また、男性の結婚している人は「そう思う・どちらかといえばそう思う」と性別役

割分担に肯定的な人が 5割を超えています。 

  そう思う どちらかといえ

ばそう思う 

どちらかといえ

ばそう思わない 

そう思わない 

全体 7.0% 37.5% 24.1% 30.7% 

女性 

(n=483) 

結婚している 4.5% 38.6% 24.5% 31.6% 

結婚していたが、現在は夫・妻はいない 14.8% 34.4% 21.3% 26.2% 

結婚していない 0.0% 23.9% 26.1% 50.0% 

男性 

(n=420) 

結婚している 9.5% 43.1% 20.5% 26.9% 

結婚していたが、現在は夫・妻はいない 14.8% 33.3% 25.9% 25.9% 

結婚していない 4.7% 20.3% 39.1% 35.9% 

男性・女性決め

ていない、抵抗

を感じる人

(n=3) 

結婚している 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

結婚していたが、現在は夫・妻はいない 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 

結婚していない - - - - 
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3.家庭生活について 

結婚している(事実婚含む)に〇印をつけた 707人(女性 376人、男性 327人、男性・女性と決めて

いない、抵抗を感じる人 1人、性別無回答 3人)に、家庭生活での仕事分担について聞いています。「主

に妻」で割合が高かったのは、「②洗濯」「③食事の支度」がそれぞれ８割を超えており、「④食事の後片

付け」「⑤掃除」は 7割を超えています。一方、「主に夫」で最も割合が高かったのは、「①生活費の確保」

57.9%と６割近くとなっています。 

 

19.5

41.7

27.6

33.0

16.4

23.9

15.3

16.7

11.0

4.1

9.2

28.1

46.1

20.4

39.2

24.3

66.6

66.8

43.1

72.8

78.2

86.8

81.3

10.2

2.3

4.5

1.4

37.8

13.0

5.1

35.1

5.8

5.9

3.7

4.2

57.9

2.0

1.8

1.7

1.4

1.6

2.4

4.7

3.0

3.0

3.7

3.5

0.8

25.0

24.3

22.6

1.0

0.6

0.3

0.1

0.4

0.3

0.1

0.4

5.1

7.2

7.5

2.5

1.8

1.8

1.6

1.6

1.4

1.4

1.6

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑫家族の世話・介護

⑪子どもの教育方針・進路決定

⑩育児・子どものしつけ

⑨高額の買い物や資産の管理

⑧日常の家計管理

⑦日常の買い物

⑥ゴミ出し

⑤掃除

④食事の後片付け

③食事の支度

②洗濯

①生活費の確保

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答

問１０ 問５で「1.結婚をしている(事実婚含む)」に〇印をつけた方におたずねします。あなたの家庭で

は、次にあげる家庭の中での仕事は、現在だれが行っていますか。(n=707) 
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「①生活費の確保」 

 前回調査との比較では、「夫婦で同じくらい」について、2019 年調査が 28.1%と 2014 年調査

23.9%より 4.2ポイント高くなっています。 

 性別でみると、「主に妻」について、女性は 11.4％と男性8.3％より 3.1ポイント高くなっています。 

 
 

「②洗濯」 

 前回調査との比較では、「夫婦で同じくらい」について、2019年調査が 9.2%と 2014年調査 6.3%

より 2.9ポイント高くなっています。 

 性別でみると、「主に夫」について、女性は 2.9%と男性5.8%より 2.9ポイント低くなっています。 

 
 

  

28.7

27.7

28.1

23.9

8.3

11.4

10.2

8.6

59.9

56.4

57.9

57.7

0.3

1.3

0.8

1.5

0.6

0.3

0.4

1.5

2.1

2.9

2.5

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

①生活費の確保

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答

9.2

9.3

9.2

6.3

80.1

82.2

81.3

81.9

5.8

2.9

4.2

3.2

3.4

3.7

3.5

2.8

0.0

0.3

0.1

0.1

1.5

1.6

1.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

②洗濯

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答



- 33 - 

 

「③食事の支度」 

 前回調査との比較では、大きな差は見られません。 

 性別でみると、大きな差は見られません。 

 
 

「④食事の後片付け」 

 前回調査との比較では、大きな差は見られません。 

 性別でみると、「主に妻」について、女性は 84.3%と男性71.3%より 13.0ポイント高くなっています。 

 
 

  

5.2

3.2

4.1

4.7

85.0

88.3

86.8

84.8

5.5

2.1

3.7

1.3

2.4

4.8

3.7

3.2

0.3

0.3

0.3

0.3

1.5

1.3

1.4

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

③食事の支度

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答

13.5

9.0

11.0

9.3

71.3

84.3

78.2

80.0

10.1

2.4

5.9

3.6

3.1

2.7

3.0

1.5

0.6

0.3

0.4

0.1

1.5

1.3

1.4

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

④食事の後片付け

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答
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「⑤掃除」 

前回調査との比較では、大きな差は見られません。 

性別でみると、「夫婦で同じくらい」について、女性 12.2%と男性 22.0%より 9.8 ポイント低くなって

います。 

 
 

「⑥ゴミ出し」 

 前回調査との比較では、大きな差は見られません。 

 性別でみると、「主に妻」について、女性は 47.3%と男性38.2%より 9.1ポイント高くなっています。 

 
 

  

22.0

12.2

16.7

15.7

64.8

79.8

72.8

71.4

8.9

3.2

5.8

4.7

2.8

2.9

3.0

2.3

0.0

0.3

0.1

0.4

1.5

1.6

1.6

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

⑤掃除

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答

19.3

11.7

15.3

13.3

38.2

47.3

43.1

44.3

37.0

33.8

35.1

29.9

3.1

5.9

4.7

6.8

0.6

0.0

0.3

0.5

1.8

1.3

1.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

⑥ゴミ出し

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答
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「⑦日常の買い物」 

 前回調査との比較では、「夫婦で同じくらい」について、2019 年調査が 23.9%と 2014 年調査

18.5%より 5.4ポイント高くなっています。 

 性別でみると、「夫婦で同じくらい」について、女性は20.5%と男性27.8%より7.3ポイント低くなって

います。 

 
 

「⑧日常の家計管理」 

 前回調査との比較では、「夫婦で同じくらい」について、2019 年調査が 16.4%と 2014 年調査

10.1%より 6.3ポイント高くなっています。 

 性別でみると、「主に夫」について、女性は 10.4%と男性16.2%より 5.8ポイント低くなっています。 

 
  

27.8

20.5

23.9

18.5

60.6

72.3

66.8

68.9

8.6

2.1

5.1

3.9

1.5

2.9

2.4

2.1

0.0

0.0

0.0

0.4

1.5

2.1

1.8

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

⑦日常の買い物

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答

15.9

17.0

16.4

10.1

64.5

68.1

66.6

71.8

16.2

10.4

13.0

9.1

0.6

2.4

1.6

1.7

0.6

0.5

0.6

1.1

2.1

1.6

1.8

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

⑧日常の家計管理

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答
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「⑨高額の買い物や資産の管理」 

前回調査との比較では、「主に夫」について、2019 年調査が 37.8%と 2014 年調査 32.2%より

5.6ポイント高くなっています。 

性別でみると、大きな差は見られません。 

 
 

「⑩育児・子どものしつけ」 

 前回調査との比較では、「夫婦で同じくらい」について、2019 年調査が 27.6%と 2014 年調査

32.6%より 5.0ポイント低くなっています。 

 性別でみると、「夫婦で同じくらい」について、女性は25.0%と男性30.9%より5.9ポイント低くなって

います。 

 
  

33.6

32.4

33.0

34.2

25.1

23.7

24.3

23.4

38.5

37.2

37.8

32.2

0.6

2.1

1.4

1.5

0.6

1.1

1.0

2.4

1.5

3.5

2.5

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

⑨高額の買い物や資産の管理

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答

30.9

25.0

27.6

32.6

36.1

42.0

39.2

36.1

1.2

1.6

1.4

1.3

1.5

1.6

1.7

1.2

24.5

20.7

22.6

18.7

5.8

9.0

7.5

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

⑩育児・子どものしつけ

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答
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「⑪子どもの教育方針・進路決定」 

前回調査との比較では、「夫婦で同じくらい」について、2019 年調査が４１．７％と 2014 年調査

47.1%より 5.4ポイント低くなっています。 

性別でみると、「夫婦で同じくらい」について、女性は 39.9%と男性 44.0%より 4.1ポイント低くなっ

ています。 

 
 

「⑫家族の世話・介護」 

前回調査との比較では、「主に妻」について、２０１９年調査が46.1%と2014年調査40.7%より5.4

ポイント高くなっています。 

性別でみると、「主に妻」について、女性は 53.2%と男性 37.6%より、15.6 ポイント高くなっていま

す。 

 
  

44.0

39.9

41.7

47.1

18.3

22.1

20.4

17.3

4.6

4.5

4.5

3.9

1.5

2.1

1.8

1.3

25.7

22.9

24.3

20.1

5.8

8.5

7.2

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

⑪子どもの教育方針・進路決定

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答

22.6

17.0

19.5

22.4

37.6

53.2

46.1

40.7

3.7

1.1

2.3

0.9

1.8

2.1

2.0

1.2

28.1

22.3

25.0

26.0

6.1

4.3

5.1

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=327)

女性(n=376)

2019年調査(n=707)

2014年調査(n=745)

⑫家族の世話・介護

夫婦で同じくらい 主に妻 主に夫 その他の人 該当なし 無回答
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「男性が家事・介護・育児などをすることについて」聞くと、全体で最も割合が高いのは「出来るだけ家

事・介護・育児するほうがよい」が 60.2%となっています。 

前回調査との比較では、「積極的に家事・介護・育児をすべきだ」「出来るだけ家事・介護・育児するほ

うがよい」を合わせた割合について、2019年調査が 84.8%と 2014年調査81.1%より 3.7ポイント

高くなっています。 

性別でみると、「積極的に家事・介護・育児をすべきだ」について、女性は 29.0%と男性 19.3%より、

9.7ポイント高くなっています 

 
 

  

33.3

19.3

29.0

24.6

23.3

33.3

61.9

59.0

60.2

57.8

6.4

2.3

4.2

5.5

1.2

0.6

0.9

0.7

4.5

5.4

5.0

4.0

3.8

2.3

3.0

4.7

33.3

2.9

1.4

2.2

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

積極的に家事・介護・育児をすべきだ 出来るだけ家事・介護・育児するほうがよい

なるべく家事・介護・育児をしないほうがよい 家事・介護・育児をすべきではない

その他 わからない

無回答

問１１ あなたは、毎日の生活の中で男性が家事(炊事・洗濯・掃除)・介護・育児などをすることについて

どう思いますか。 
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年齢別では、すべての年代で「積極的に家事・介護・育児をすべきだ」「出来るだけ家事・介護・育児す

るほうがよい」を合わせた割合が、8割を超えています。その中でも、20歳代は「積極的に家事・介護・育

児をすべきだ」が 50%と、他の年代と比べ割合が高くなっています。 

 
  

14.2

21.0

32.6

31.5

29.5

50.0

67.9

64.5

57.6

50.0

55.7

34.6

4.9

4.4

2.8

5.6

3.4

1.9

2.2

0.4

0.7

3.7

6.0

3.5

7.4

6.8

3.8

3.7

2.0

4.6

3.4

7.7

3.4

1.6

2.8

0.9

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=268)

60～69歳(n=248)

50～59歳(n=144)

40～49歳(n=108)

30～39歳(n=88)

20～29歳(n=52)

積極的に家事・介護・育児をすべきだ 出来るだけ家事・介護・育児するほうがよい

なるべく家事・介護・育児をしないほうがよい 家事・介護・育児をすべきではない

その他 わからない

無回答
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性別・年齢別でみると、女性の 20歳代は「積極的にすべき」が 68.0%と高い割合になっています。男

性のすべての年代、女性の30歳代と50歳代から70歳以上では「出来るだけするほうがよい」が5割

を超えており、女性の 40歳代が「積極的にすべき」と「出来るだけするほうがよい」が 42.1%と同割合

となっています。 

  積極的にすべ

き 

出来るだけす

るほうがよい 

なるべくしな

いほうがよい 

すべきでない その他 わからな

い 

全体 ２４．６％ 60.2％ 4.2％ 0.9％ 5.0％ 3.0％ 

女性(n=483) 

20～29歳 68.0% 16.0% 0.0% 0.0% 4.0% 8.0% 

30～39歳 35.4% 54.2% 0.0% 0.0% 8.3% 2.1% 

40～49歳 42.1% 42.1% 3.5% 0.0% 7.0% 5.3% 

50～59歳 36.8% 60.9% 0.0% 0.0% 2.3% 0.0% 

60～69歳 24.1% 60.9% 4.5% 0.8% 8.3% 0.0% 

70歳以上 13.5% 72.9% 2.3% 1.5% 3.0% 3.8% 

男性(n=420) 

20～29歳 33.3% 51.9% 3.7% 0.0% 3.7% 7.4% 

30～39歳 23.1% 56.4% 7.7% 0.0% 5.1% 5.1% 

40～49歳 19.6% 58.8% 7.8% 0.0% 7.8% 3.9% 

50～59歳 26.8% 53.6% 7.1% 1.8% 3.6% 0.0% 

60～69歳 16.7% 69.3% 4.4% 0.0% 3.5% 4.4% 

70歳以上 14.5% 63.4% 7.6% 3.1% 4.6% 3.8% 

男性・女性決めて

いない、抵抗を感

じる人(n=3) 

20～29歳 - - - - - - 

30～39歳 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

40～49歳 - - - - - - 

50～59歳 - - - - - - 

60～69歳 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

70歳以上 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

性別・子どもの有無でみると、女性の子どもがいる人は、「積極的にすべき」が 47.7%、同性の子ども

がいない人よりも、21.4ポイント高くなっています。 

  積極的にすべ

き 

出来るだけす

るほうがよい 

なるべくしな

いほうがよい 

すべきでない その他 わからな

い 

全体 24.6% 60.2% 4.2% 0.9% 5.0% 3.0% 

女性(n=483) 
子がいる 47.7% 46.2% 1.5% 0.0% 3.1% 1.5% 

子がいない 26.3% 60.8% 2.2% 0.7% 6.0% 2.5% 

男性(n=420) 
子がいる 21.9% 60.9% 9.4% 0.0% 3.1% 3.1% 

子がいない 19.9% 61.6% 6.3% 1.5% 4.8% 3.6% 

男性・女性決めて

いない、抵抗を感

じる人(n=3) 

子がいる - - - - - - 

子がいない 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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「女の子と男の子のしつけや教育について」聞くと、全体で最も割合が高いのは「女の子も男の子も

性による区別はせず、同じようにしつけや教育をする方がよい」が 67.7%となっています。 

前回調査との比較では、「女の子も男の子も性による区別はせず、同じようにしつけや教育をする方が

よい」について、2019年調査が 67.7%と 2014年調査59.2%より 8.5ポイント高くなっています。 

性別でみると、「女の子も男の子も性による区別はせず、同じようにしつけや教育をする方がよい」に

ついて、女性は 72.7%と男性62.1%より、10.6ポイント高くなっています。 

 
 

  

66.7

32.4

20.3

26.0

33.8

33.3

62.1

72.7

67.7

59.2

3.3

5.6

4.5

3.2

0.0

2.1

1.4

1.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

男女の役割を考え、女の子と男の子を性によって区別して、それぞれの性に応じたしつけや教育をする方がよい

女の子も男の子も性による区別はせず、同じようにしつけや教育をする方がよい

その他

無回答

問１２ あなたは、女の子と男の子のしつけや教育についてどう思いますか。 
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年齢別では、「女の子も男の子も性による区別はせず、同じようにしつけや教育をする方がよい」につ

いて、20歳代と 60歳代で 7割を超えています。また、「男女の役割を考え、女の子と男の子を性によっ

て区別して、それぞれの性に応じたしつけや教育をする方がよい」について、最も割合の高い 70歳以上

(29.5%)と最も割合の低い 20歳代(17.3%)との差は 12.2ポイントありました。 

 
 

  

29.5

24.6

26.4

24.1

27.3

17.3

66.0

70.6

68.8

65.7

60.2

75.0

2.2

2.8

2.8

9.3

12.5

5.8

2.2

2.0

2.1

0.9

0.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=268)

60～69歳(n=248)

50～59歳(n=144)

40～49歳(n=108)

30～39歳(n=88)

20～29歳(n=52)

男女の役割を考え、女の子と男の子を性によって区別して、それぞれの性に応じたしつけや教育をする方がよい

女の子も男の子も性による区別はせず、同じようにしつけや教育をする方がよい

その他

無回答
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性別・年齢別でみると、女性のすべての年代と男性の 20歳代では、「女の子も男の子も性による区別

はせず、同じようにしつけや教育をする方がよい」が約7割となっています。 

  男女の役割を考え、女の

子と男の子を性によって

区別して、それぞれの性

に応じたしつけや教育を

する方がよい 

女の子も男の子も性によ

る区別はせず、同じように

しつけや教育をする方が

よい 

その他 

女性(n=483) 

20～29歳 12.0% 76.0% 8.0% 

30～39歳 16.7% 68.8% 14.6% 

40～49歳 15.8% 73.7% 10.5% 

50～59歳 23.0% 72.4% 4.6% 

60～69歳 18.8% 75.9% 3.8% 

70歳以上 24.8% 69.9% 2.3% 

男性(n=420) 

20～29歳 22.2% 74.1% 3.7% 

30～39歳 38.5% 51.3% 10.3% 

40～49歳 33.3% 56.9% 7.8% 

50～59歳 32.1% 62.5% 0.0% 

60～69歳 31.6% 64.0% 1.8% 

70歳以上 33.6% 62.6% 2.3% 

男性・女性決めてい

ない、抵抗を感じる

人(n=3) 

20～29歳 - - - 

30～39歳 100.0% 0.0% 0.0% 

40～49歳 - - - 

50～59歳 - - - 

60～69歳 0.0% 100.0% 0.0% 

70歳以上 100.0% 0.0% 0.0% 
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全体で最も高い割合は「介護施設・老人ホームなどに入所したい」が 36.6%、次いで「妻」が

19.6%となっています。 

前回調査との比較では、「介護施設・老人ホームなどに入所したい」について、2019 年調査が

36.6%と 2014年調査30.5%より 6.1ポイント高くなっています。 

性別でみると、女性は「介護施設・老人ホームなどに入所したい」が43.3%と最も割合が高く、次いで

「娘」14.7%となっています。男性は「妻」が 42.4%と最も割合が高く、次いで「介護施設・老人ホーム

などに入所したい」29.3％となっています。 

 
 

  

0.0

0.5

14.1

7.7

9.1

0.0

42.4

0.2

19.6

22.6

0.0

1.7

1.4

1.5

1.5

0.0

3.6

14.7

9.7

9.2

0.0

5.5

5.4

5.5

7.2

0.0

0.2

0.8

0.5

0.9

0.0

0.0

0.2

0.1

0.0

0.0

7.4

12.6

10.1

10.2

33.3

29.3

43.3

36.6

30.5

33.3

7.1

4.1

5.7

5.3

33.3

2.4

3.1

3.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

夫 妻

息子 娘

子どもたち全員 息子の妻

娘の夫 ホームヘルパーなど

介護施設・老人ホームなどに入所したい その他

無回答

問１３ あなたは将来、主に誰に介護をしてほしいと思いますか。 
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年齢別では、20歳代、30歳代、50歳代では「介護施設・老人ホームなどに入所したい」が 4割を超

えています。60歳代と 70歳以上では「妻」が 2割を超えています。 

 
 

  

7.1

8.5

6.9

6.5

11.4

5.8

26.5

22.6

18.1

13.9

8.0

3.8

1.1

0.8

0.7

3.7

3.4

1.9

12.3

11.3

9.7

8.3

3.4

1.9

5.2

5.2

3.5

8.3

5.7

7.7

1.5

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

9.7

8.1

10.4

13.9

10.2

13.5

29.9

35.9

43.1

38.0

44.3

42.3

3.4

4.0

6.3

4.6

10.2

19.2

3.4

2.8

1.4

2.8

3.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=268)

60～69歳(n=248)

50～59歳(n=144)

40～49歳(n=108)

30～39歳(n=88)

20～29歳(n=52)

夫 妻

息子 娘

子どもたち全員 息子の妻

娘の夫 ホームヘルパーなど

介護施設・老人ホームなどに入所したい その他

無回答
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全体では、「はい」の割合が 18.3%、「いいえ」の割合が 80.2%となっています。 

前回調査ならびに性別での差はありません。 

 
年齢別では、「はい」の割合が 50歳代と 60歳代で 2割を超えています。 

 
 

33.3

16.4

20.1

18.3

17.3

66.7

82.1

78.7

80.2

80.7

0.0

1.4

1.2

1.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

はい いいえ 無回答

15.3

21.4

24.3

14.8

15.9

15.4

82.8

77.0

75.0

84.3

84.1

82.7

1.9

1.6

0.7

0.9

0.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=268)

60～69歳(n=248)

50～59歳(n=144)

40～49歳(n=108)

30～39歳(n=88)

20～29歳(n=52)

はい いいえ 無回答

問１４ あなたの家族(同居・別居に関わらず)で、常時介護の必要な方はいますか。 
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問14で「1.はい」に〇印をつけた167人(女性97人、男性69人、男性・女性と決めていない、抵抗

を感じる人 1人)に、要介護者から見て誰が世話をしているか聞いています。全体で最も高い割合は「介

護施設・老人ホームなどに入所している」が 28.7%、次いで「妻」が 18.6%となっています。 

前回調査との比較では、「妻」について、2019年調査が18.6%と2014年調査24.6%より6.0ポ

イント低くなっています。  

性別でみると、「娘」について、女性は 19.6％と男性7.2%より 12.4ポイント高くなっています。 

 
 

  

0.0

7.2

10.3

9.0

9.6

0.0

21.7

16.5

18.6

24.6

0.0

10.1

0.0

4.2

3.6

0.0

7.2

19.6

14.4

16.2

0.0

1.4

1.0

1.2

1.2

0.0

7.2

14.4

11.4

7.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

4.3

2.1

3.0

3.0

0.0

26.1

30.9

28.7

24.0

0.0

14.5

4.1

8.4

7.2

100.0

0.0

1.0

1.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=1)

男性(n=69)

女性(n=97)

2019年調査(n=167)

2014年調査(n=167)

夫 妻

息子 娘

子どもたち全員 息子の妻

娘の夫 ホームヘルパーなど

介護施設・老人ホームなどに入所している その他

無回答

問１５ 問１４で「1.はい」に〇印をつけた方におたずねします。その方の世話は、要介護者から見て主に

誰がしていますか。(n=167) 
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家族構成別でみると、単身世帯、１世代世帯、2 世代世帯では「介護施設・老人ホームなどに入所して

いる」の割合が最も高く、3 世代世帯では「息子の妻」の割合が最も高くなっています。また同居している

世帯の数が多くなるほど「夫」の割合が高くなっています。 

 
 

  

0.0

14.3

10.8

6.8

0.0

20.0

14.3

18.9

22.7

9.1

0.0

7.1

6.8

0.0

0.0

20.0

7.1

18.9

11.4

9.1

0.0

0.0

1.4

0.0

9.1

10.0

35.7

8.1

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.6

2.7

4.5

0.0

30.0

10.7

23.0

40.9

63.6

20.0

7.1

6.8

9.1

9.1

0.0

0.0

2.7

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=10)

3世代世帯(n=28)

2世代世帯(n=74)

１世代世帯(n=44)

単身世帯(n=11)

夫 妻

息子 娘

子どもたち全員 息子の妻

娘の夫 ホームヘルパーなど

介護施設・老人ホームなどに入所している その他

無回答
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4.社会活動について 

全体で最も割合が高いのは「いずれも参加していない」が 51.9%、次いで「自治会・住民自治協議

会などの地域活動」が 23.6%となっています。 

前回調査との差はありません。 

性別では、女性・男性ともに「いずれも参加していない」が最も割合が高くなっています。「いずれも参

加していない」について、女性は 55.3%と男性 48.1%より、7.2 ポイント高くなっています。また、「自治

会・住民自治協議会などの地域活動」について、女性は15.3%と男性33.3%より、18.0ポイント低くな

っています。 

 
 

  

県・市

の審議

会・委

員会の

委員

自治

会・住

民自治

協議会

などの

地域活

動

ＰＴ

Ａ・子

ども会

などの

青少年

育成活

動

青年団

体・女

性団

体・高

齢者団

体など

の活動

消費者

団体・

生活協

同組合

など消

費者活

動

生涯学

習活

動、ス

ポーツ

活動、

趣味や

娯楽な

どのグ

ループ

活動

民生委

員やボ

ラン

ティア

などの

社会活

動

その他

の社会

活動

いずれ

も参加

してい

ない

無回答

2014年調査(n=965) 1.6% 22.9% 6.2% 6.8% 1.7% 18.2% 6.4% 5.1% 51.2% 1.6%

2019年調査(n=911) 1.5% 23.6% 6.9% 7.8% 1.1% 18.1% 6.9% 3.8% 51.9% 1.0%

女性(n=483) 1.2% 15.3% 8.3% 6.6% 1.7% 19.5% 8.3% 1.7% 55.3% 0.4%

男性(n=420) 1.9% 33.3% 5.5% 9.3% 0.5% 16.4% 5.5% 6.4% 48.1% 1.4%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

問１６ あなたは、つぎのような活動をしていますか。(〇はいくつでも) 
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年齢別では、すべての年代で「いずれも参加していない」が最も割合が高く、20歳代は 73.1%と、ど

の世代よりも高くなっています。「自治会・住民自治協議会などの地域活動」については、40歳代以上で

2 割を超えています。「生涯学習活動、スポーツ活動、趣味や娯楽などのグループ活動」については、60

歳代以上で 2割を超えています。 

就業状況別をみると、農林水産業では、「いずれも参加してない」の割合が 27.0％となっている一方、

「自治会・住民自治協議会などの地域活動」の割合が 37.8%となっています。また、自由業では、「自治

会・住民自治協議会などの地域活動」が 60.0％となっています。その他の就業状況別をみると「いずれ

も参加していない」の割合が最も高くなっています。 

    県
・
市
の
審
議
会
・
委
員
会
の
委

員 自
治
会
・
住
民
自
治
協
議
会
な
ど

の
地
域
活
動 

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
ど
も
会
な
ど
の
青
少

年
育
成
活
動 

青
年
団
体
・
女
性
団
体
・
高
齢
者

団
体
な
ど
の
活
動 

消
費
者
団
体
・
生
活
協
同
組
合
な

ど
の
消
費
者
活
動 

生
涯
学
習
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

趣
味
や
娯
楽
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活
動 

民
生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
社
会
活
動 

そ
の
他
の
社
会
活
動
な
ど 

い
ず
れ
も
参
加
し
て
な
い 

無
回
答 

年
齢 

２０～２９歳 

(n=52) 

数 0 1 3 2 0 9 2 1 38 0 

％ 0.0% 1.9% 5.8% 3.8% 0.0% 17.3% 3.8% 1.9% 73.1% 0.0% 

３０～３９歳 

(n=88) 

数 0 8 12 5 1 10 1 1 56 1 

％ 0.0% 9.1% 13.6% 5.7% 1.1% 11.4% 1.1% 1.1% 63.6% 1.1% 

４０～４９歳 

(n=108) 

数 0 29 29 9 3 17 1 2 51 0 

％ 0.0% 26.9% 26.9% 8.3% 2.8% 15.7% 0.9% 1.9% 47.2% 0.0% 

５０～５９歳 

(n=144) 

数 4 38 12 4 4 11 1 5 86 1 

％ 2.8% 26.4% 8.3% 2.8% 2.8% 7.6% 0.7% 3.5% 59.7% 0.7% 

６０～６９歳 

(n=248) 

数 9 71 5 18 1 55 27 6 118 1 

％ 3.6% 28.6% 2.0% 7.3% 0.4% 22.2% 10.9% 2.4% 47.6% 0.4% 

７０歳以上 

(n=268) 

数 1 67 2 33 1 62 31 19 123 6 

％ 0.4% 25.0% 0.7% 12.3% 0.4% 23.1% 11.6% 7.1% 45.9% 2.2% 

就
業
状
況 

正規雇用者 

(n=247) 

数 4 59 33 16 4 31 2 3 136 2 

％ 1.6% 23.9% 13.4% 6.5% 1.6% 12.6% 0.8% 1.2% 55.1% 0.8% 

非正規雇用者 

(n=174) 

数 1 48 14 8 2 34 10 2 93 2 

％ 0.6% 27.6% 8.0% 4.6% 1.1% 19.5% 5.7% 1.1% 53.4% 1.1% 

派遣社員、契約社員 

(n=39) 

数 0 3 3 0 1 3 0 0 29 0 

％ 0.0% 7.7% 7.7% 0.0% 2.6% 7.7% 0.0% 0.0% 74.4% 0.0% 

農林水産業 

(n=37) 

数 3 14 3 9 0 8 10 3 10 0 

％ 8.1% 37.8% 8.1% 24.3% 0.0% 21.6% 27.0% 8.1% 27.0% 0.0% 

商工・サービス業 

(n=56) 

数 3 19 0 4 0 11 1 7 24 1 

％ 5.4% 33.9% 0.0% 7.1% 0.0% 19.6% 1.8% 12.5% 42.9% 1.8% 

自由業 

(n=5) 

数 0 3 0 1 0 1 1 2 2 0 

％ 0.0% 60.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% 

家事専業・家事手伝い 

(n=101) 

数 1 16 6 13 1 26 11 5 47 0 

％ 1.0% 15.8% 5.9% 12.9% 1.0% 25.7% 10.9% 5.0% 46.5% 0.0% 

学生 

(n-11) 

数 0 0 0 0 0 2 1 0 8 0 

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2% 9.1% 0.0% 72.7% 0.0% 

無職 

(n=217) 

数 1 46 3 19 1 44 24 11 112 4 

％ 0.5% 21.2% 1.4% 8.8% 0.5% 20.3% 11.1% 5.1% 51.6% 1.8% 

その他 

(n=19) 

数 1 7 1 1 1 4 2 2 8 0 

％ 5.3% 36.8% 5.3% 5.3% 5.3% 21.1% 10.5% 10.5% 42.1% 0.0% 
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問 16 で「2.自治会・住民自治協議会などの地域活動」に〇印をつけた 215 人(女性 74 人、男性

140人、性別無回答 1人)に、役職に就いているのか聞いています。全体では「役職に就いている」の割

合が 28.8%、「役職に就いていない」の割合が 68.8%となっています。 

性別でみると、「役職に就いている」について、女性は 10.8%と男性38.6%より 27.8ポイント低くな

っています。 

 
 

  

38.6

10.8

28.8

60.7

83.8

68.8

0.7

5.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=140)

女性(n=74)

全体(n=215)

役職に就いている 役職に就いていない 無回答

問１７ 問１６で 「2.自治会・住民自治協議会などの地域活動」に〇印をつけた方におたずねします。そ

の組織内で、意思決定に関わる役職(会長・役員など)に就いていますか。（n=215） 
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問16で「9.いずれも参加していない」に〇印をつけた 473人(女性269人、男性200人、男性・女

性と決めていない、抵抗を感じる人 1人、性別無回答 3人)に、その理由を聞いています。全体で最も割

合が高いのは、「仕事が忙しく余裕がない」が32.6%、次いで「興味がない」が25.6%、「参加するきっ

かけがつかめない」21.8%となっています。 

前回調査との比較では、「興味がない」について、2019年調査が25.6%と2014年調査19.6%よ

り 6.0 ポイント高くなっています。「どんな活動があるのかよくわからない」について、2019 年調査が

20.7%と 2014年調査25.9%より 5.2ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性・男性ともに「仕事が忙しく余裕がない」が最も割合が高く、女性は 34.9%、男性

は 30.0%となっています。また、「家事・育児・子どもの教育が忙しくて余裕がない」について、女性は

12.3%と男性3.5%より、8.8ポイント高くなっています。 

 
  

家事・

育児・

子ども

の教育

が忙し

くて余

裕がな

い

高齢者

や病人

の世話

がある

家族の

理解・

協力が

ない

仕事が

忙しく

余裕が

ない

活動に

経費が

かかる

体が丈

夫でな

い

参加す

るきっ

かけが

つかめ

ない

人間関

係がわ

ずらわ

しい

興味が

ない

どんな

活動が

あるの

かよく

わから

ない

その他 無回答

2014年調査(n=494) 10.1% 6.5% 1.0% 28.9% 3.8% 12.3% 22.5% 14.6% 19.6% 25.9% 9.7% 1.2%

2019年調査(n=473) 8.5% 5.9% 0.8% 32.6% 3.6% 13.7% 21.8% 15.4% 25.6% 20.7% 9.7% 2.1%

女性(n=269) 12.3% 7.1% 1.5% 34.9% 2.2% 13.4% 21.9% 17.5% 22.3% 21.6% 9.3% 1.9%

男性(n=200) 3.5% 4.5% 0.0% 30.0% 5.0% 14.0% 22.0% 13.0% 29.5% 20.0% 10.5% 2.0%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=1)
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

問１８ 問１６で 「9.いずれも参加していない」に〇印をつけた方におたずねします。その理由は何です

か。(〇はいくつでも)（n=473） 



- 53 - 

 

年齢別では、20歳代で「興味がない」が最も割合が高く 44.7%となっています。50歳以上と比べる

と 20 ポイント以上高くなっています。また、30 歳代から 40 歳代では、「仕事が忙しく余裕がない」が４

割を超えており、50歳代では約5割となっています。 

就業状況別をみると、正規雇用者では、「仕事が忙しく余裕がない」の割合が 60.3%となっており、非

正規雇用者(39.8%)より 20.5ポイント高くなっています。 

    

家
事
・育
児
・子
ど
も
の
教
育
が
忙

し
く
て
余
裕
が
な
い 

高
齢
者
や
病
人
の
世
話
が
あ
る 

家
族
の
理
解
・協
力
が
な
い 

仕
事
が
忙
し
く
余
裕
が
な
い 

活
動
に
経
費
が
か
か
る 

体
が
丈
夫
で
な
い 

参
加
す
る
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い 

人
間
関
係
が
わ
ず
ら
わ
し
い 

興
味
が
な
い 

ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
か
よ
く
わ

か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

年
齢 

２０～２９歳 

(n=38) 

数 4 0 0 13 2 2 10 5 17 12 4 0 

％ 10.5% 0.0% 0.0% 34.2% 5.3% 5.3% 26.3% 13.2% 44.7% 31.6% 10.5% 0.0% 

３０～３９歳 

(n=56) 

数 17 1 1 23 4 4 16 11 20 19 6 1 

％ 30.4% 1.8% 1.8% 41.1% 7.1% 7.1% 28.6% 19.6% 35.7% 33.9% 10.7% 1.8% 

４０～４９歳 

(n=51) 

数 10 1 0 22 1 4 9 8 17 9 2 0 

％ 19.6% 2.0% 0.0% 43.1% 2.0% 7.8% 17.6% 15.7% 33.3% 17.6% 3.9% 0.0% 

５０～５９歳 

(n=86) 

数 7 8 2 44 4 3 20 12 19 21 7 3 

％ 8.1% 9.3% 2.3% 51.2% 4.7% 3.5% 23.3% 14.0% 22.1% 24.4% 8.1% 3.5% 

６０～６９歳 

(n=118) 

数 0 3 1 36 2 18 35 18 29 22 9 1 

％ 0.0% 2.5% 0.8% 30.5% 1.7% 15.3% 29.7% 15.3% 24.6% 18.6% 7.6% 0.8% 

７０歳以上 

(n=123) 

数 2 15 0 16 4 33 13 19 19 15 18 5 

％ 1.6% 12.2% 0.0% 13.0% 3.3% 26.8% 10.6% 15.4% 15.4% 12.2% 14.6% 4.1% 

職
業 

正規雇用者 

(n=136) 

数 18 1 2 82 3 4 40 16 42 35 8 2 

％ 13.2% 0.7% 1.5% 60.3% 2.2% 2.9% 29.4% 11.8% 30.9% 25.7% 5.9% 1.5% 

非正規雇用者 

(n=93) 

数 11 6 1 37 2 4 25 14 24 20 5 0 

％ 11.8% 6.5% 1.1% 39.8% 2.2% 4.3% 26.9% 15.1% 25.8% 21.5% 5.4% 0.0% 

派遣社員、契約社員 

(n=29) 

数 1 1 0 7 2 3 6 5 12 9 3 1 

％ 3.4% 3.4% 0.0% 24.1% 6.9% 10.3% 20.7% 17.2% 41.4% 31.0% 10.3% 3.4% 

農林水産業 

(n=10) 

数 1 1 0 3 1 2 2 0 2 1 0 0 

％ 10.0% 10.0% 0.0% 30.0% 10.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 

商工・サービス業 

(n=24) 

数 1 2 0 13 2 4 3 3 2 3 1 1 

％ 4.2% 8.3% 0.0% 54.2% 8.3% 16.7% 12.5% 12.5% 8.3% 12.5% 4.2% 4.2% 

自由業 

(n=2) 

数 0 0 0 1 1 1 1 1 1 2 0 0 

％ 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

家事専業・家事手伝い 

(n=47) 

数 6 5 1 3 2 16 8 11 7 6 6 1 

％ 12.8% 10.6% 2.1% 6.4% 4.3% 34.0% 17.0% 23.4% 14.9% 12.8% 12.8% 2.1% 

学生 

(n=8) 

数 0 0 0 1 0 0 0 0 4 2 3 0 

％ 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 37.5% 0.0% 

無職 

(n=112) 

数 2 12 0 4 3 29 16 21 26 17 18 4 

％ 1.8% 10.7% 0.0% 3.6% 2.7% 25.9% 14.3% 18.8% 23.2% 15.2% 16.1% 3.6% 

その他 

(n=8) 

数 0 0 0 2 0 1 2 2 1 2 2 1 

％ 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 12.5% 25.0% 25.0% 12.5% 25.0% 25.0% 12.5% 
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女性が役職に就く(立候補する)ことについて、「分野や時間的余裕など条件によって引き受ける

(条件によって引き受けるよう勧める)」で最も割合が高かったのは、「①PTA、自治会、住民自治

協議会などの役員」25.4％、次いで「②市の審議会・委員会などの委員」13.7％となっています。

「断る(断るよう勧める)」で最も割合が高かったのは、「③市議会議員・県議会議員」56.1%とな

っています。 

 
  

2.1

4.3

8.2

4.6

13.7

25.4

13.7

20.9

24.8

56.1

38.6

24.7

14.2

12.7

8.9

9.3

9.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③市議会議員・県議会議員

②市の審議会・委員会などの委員

①PTA、自治会、住民自治協議会などの役員

引き受ける(引き受けるよう勧める)

分野や時間的余裕など条件によって引き受ける(条件によって引き受けるよう勧める)

家族など身近な者に相談してから(相談してから、決めるよう勧める)

断る(断るよう勧める)

わからない

無回答

問１９ 女性の場合はあなたが、男性の場合は妻・母親など身近な女性が、次のような役職に就く(立候

補する)ことを依頼された場合はどうしますか。 
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「①PTA、自治会、住民自治協議会などの役員」 

全体で最も割合が高いのは「分野や時間的余裕など条件によって引き受ける(条件によって引き受け

るよう勧める)」が 25.4%、次いで「家族など身近な者に相談してから決める(相談してから、決めるよう

勧める)」が 24.8%となっています。 

前回調査との差はありません。 

性別でみると、「断る(断るよう勧める)」について、女性は30.4%と男性18.1%より、12.3ポイント高

くなっています。 

 
 

  

0.0

9.3

7.5

8.2

10.1

0.0

27.4

24.0

25.4

26.2

66.7

25.7

24.0

24.8

24.6

0.0

18.1

30.4

24.7

22.6

0.0

10.0

7.9

8.9

9.3

33.3

9.5

6.2

8.0

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

引き受ける(引き受けるよう勧める)

分野や時間的余裕など条件によって引き受ける(条件によって引き受けるよう勧める)

家族など身近な者に相談してから(相談してから、決めるよう勧める)

断る(断るよう勧める)

わからない

無回答
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「②市の審議会・委員会などの委員」 

全体で最も割合が高いのは「断る(断るよう勧める)」が 38.6%、次いで「家族など身近な者に相談し

てから決める(相談してから、決めるよう勧める)」が 20.9%となっています。 

前回調査との差はありません。 

性別でみると、「断る(断るよう勧める)」について、女性は47.8%と男性28.3%より、19.5ポイント高

くなっています。 

 
 

  

0.0

6.4

2.5

4.3

3.8

33.3

15.7

12.0

13.7

12.3

33.3

25.2

17.2

20.9

20.5

0.0

28.3

47.8

38.6

42.3

0.0

13.3

12.2

12.7

12.0

33.3

11.0

8.3

9.8

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

引き受ける(引き受けるよう勧める)

分野や時間的余裕など条件によって引き受ける(条件によって引き受けるよう勧める)

家族など身近な者に相談してから(相談してから、決めるよう勧める)

断る(断るよう勧める)

わからない

無回答
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「③市議会議員・県議会議員」 

全体で最も割合が高いのは「断る(断るよう勧める)」が56.1%、次いで「わからない」が14.2%とな

っています。 

前回調査との差はありません。 

性別でみると、「断る(断るよう勧める)」について、女性は66.3%と男性44.8%より21.5ポイント高く

なっています。一方、「家族など身近な者に相談してから決める(相談してから、決めるよう勧める)」につ

いて、女性は 9.1%と男性19.3%より 10.2ポイント低くなっています。 

 
 

 

  

33.3

3.6

0.6

2.1

1.8

5.2

4.1

4.6

4.1

0.0

19.3

9.1

13.7

13.0

33.3

44.8

66.3

56.1

58.3

0.0

16.7

11.8

14.2

13.7

33.3

10.5

8.1

9.3

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

引き受ける(引き受けるよう勧める)

分野や時間的余裕など条件によって引き受ける(条件によって引き受けるよう勧める)

家族など身近な者に相談してから(相談してから、決めるよう勧める)

断る(断るよう勧める)

わからない

無回答
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全体で最も割合が高いのは「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改めること」が

33.8%、次いで「労働時間の短縮や在宅勤務、フレックスタイム、休暇制度を普及させること」が 31.5%

となっています。 

前回調査との比較では、「子どもに対し家事などを男女で分担するようなしつけや育て方をしないこと」

について、2019年調査が 7.9%と 2014年調査15.0%より、7.1ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性では「夫婦の間で家事などの分担や協力することを十分に話し合うこと」が

35.4%と最も割合が高くなっています。男性では「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたり

を改めること」が 36.0%と最も割合が高くなっています。 

 

男女の

役割分

担につ

いての

社会通

念・慣

習・し

きたり

を改め

ること

仕事中

心とい

う社会

全体の

仕組み

を改め

ること

男性の

仕事中

心の生

き方、

考え方

を改め

ること

妻が、

夫に経

済力や

出世を

求めな

いこと

子ども

の病気

や急な

残業に

対応で

きる保

育施

設・

サービ

スが整

備され

ること

労働時

間の短

縮や在

宅勤

務、フ

レック

スタイ

ム、休

暇制度

を普及

させる

こと

男性の

男女共

同参画

に対す

る関心

を高め

ること

夫婦の

間で家

事など

の分担

や協力

するこ

とを十

分に話

し合う

こと

男性

が、家

事・育

児・介

護など

に参加

すこと

に対す

る抵抗

感をな

くすこ

と

仕事と

家庭の

両立な

どの問

題につ

いて相

談でき

る窓口

を設け

ること

子ども

に対し

家事な

どを男

女で分

担する

ような

しつけ

や育て

方をし

ないこ

と

その他
わから

ない
無回答

2014年調査(n=965) 28.9% 22.0% 16.1% 5.5% 38.4% 34.3% 10.6% 37.1% 25.6% 5.6% 15.0% 2.2% 5.4% 2.4%

2019年調査(n=911) 33.8% 26.9% 18.2% 5.2% 30.2% 31.5% 12.2% 31.4% 23.9% 6.7% 7.9% 2.6% 6.9% 4.0%

女性(n=483) 32.1% 25.5% 16.1% 2.9% 34.2% 31.1% 10.8% 35.4% 29.6% 6.2% 9.9% 2.1% 5.8% 3.1%

男性(n=420) 36.0% 28.8% 20.5% 7.6% 25.5% 31.9% 14.0% 26.7% 17.9% 7.1% 5.7% 3.1% 8.1% 4.8%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)
66.7% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3%

0%

20%

40%

60%

80%

問２０ 今後、女性・男性関係なく家事、子育てや教育、介護および地域活動などに積極的に参加していく

ためには、どのようなことが必要だと思いますか。(〇は 3つまで) 
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5.職業生活について 

全体で最も割合が高いのは「子どもができてもずっと職業をもち続ける方がよい」が 48.3%、次いで

「子どもができ辞め、成長したら再び職業をもつ方がよい」が 34.8%となっています。 

前回調査、性別による差はありません。 

 
年齢別でみると、「子どもができてもずっと職業をもち続ける方がよい」について、40歳代は65.7%と

70歳以上より 28.8ポイント高くなっています。 

 

33.3

49.3

48.0

48.3

47.0

33.3

34.3

35.2

34.8

34.4

0.0

1.7

3.7

2.9

5.9

0.0

2.1

2.1

2.1

3.1

0.0

2.1

0.2

1.1

0.6

0.0

4.5

6.8

5.8

4.2

4.8

2.9

3.7

3.5

33.3

1.2

1.0

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

子どもができてもずっと職業をもち続ける方がよい 子どもができ辞め、成長したら再び職業をもつ方がよい

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい 結婚するまでは、職業をもつ方がよい

女性は職業をもたない方がよい その他

わからない 無回答

36.9

52.8

46.5

65.7

50.0

51.9

47.7

32.3

35.4

18.5

28.4

25.0

2.6

4.0

2.1

0.9

3.4

1.9

4.1

1.2

1.4

1.9

1.1

2.2

1.2

0.9

1.9

2.8

9.7

7.4

11.4

17.3

2.2

4.4

4.9

3.7

4.5

3.8

2.6

1.2

0.0

0.9

1.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=268)

60～69歳(n=248)

50～59歳(n=144)

40～49歳(n=108)

30～39歳(n=88)

20～29歳(n=52)

子どもができてもずっと職業をもち続ける方がよい 子どもができ辞め、成長したら再び職業をもつ方がよい

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい 結婚するまでは、職業をもつ方がよい

女性は職業をもたない方がよい その他

わからない 無回答

問２１ 女性が職業をもつことについてあなたはどう思いますか。 
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性別・年齢別では、男性の 40歳代、女性の 20歳代・40歳代は「子どもができてもずっと職業をもち

続ける方がよい」が６割を超えています。男性の 70 歳以上、女性の 70 歳以上は「子どもができ辞め、

成長したら再び職業をもつ方がよい」が 4割を超えています。 

  子どもがで

きてもずっと

職業をもち

続ける方が

よい 

子どもがで

き辞め、成長

したら再び

職業をもつ

方がよい 

子どもがで

きるまでは、

職業をもつ

方がよい 

結婚するま

では、職業を

もつ方がよ

い 

女性は職

業をもた

ない方が

よい 

その他 わからな

い 

全体 48.3% 34.8% 2.9% 2.1% 1.1% 5.8% 3.7% 

女性 

(n=483) 

20～29歳 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

30～39歳 58.3% 22.9% 4.2% 0.0% 0.0% 14.6% 0.0% 

40～49歳 64.9% 15.8% 0.0% 3.5% 0.0% 8.8% 5.3% 

50～59歳 39.1% 39.1% 2.3% 1.1% 0.0% 11.5% 6.9% 

60～69歳 51.1% 37.6% 6.0% 0.8% 0.0% 2.3% 1.5% 

70歳以上 37.6% 45.9% 4.5% 4.5% 0.8% 2.3% 2.3% 

男性 

(n=420) 

20～29歳 44.4% 29.6% 3.7% 0.0% 0.0% 14.8% 7.4% 

30～39歳 41.0% 33.3% 2.6% 2.6% 0.0% 7.7% 10.3% 

40～49歳 66.7% 21.6% 2.0% 0.0% 2.0% 5.9% 2.0% 

50～59歳 58.9% 30.4% 1.8% 1.8% 0.0% 5.4% 1.8% 

60～69歳 54.4% 26.3% 1.8% 1.8% 2.6% 3.5% 7.9% 

70歳以上 37.4% 48.9% 0.8% 3.8% 3.8% 1.5% 2.3% 

男性・女性

決めていな

い、抵抗を

感じる人 

(n=3) 

20～29歳 - - - - - - - 

30～39歳 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

40～49歳 - - - - - - - 

50～59歳 - - - - - - - 

60～69歳 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

70歳以上 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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全体で最も割合が高いのは「育児休業など制度の条件が整っていないこと」が 36.9%、次いで「保

育施設や介護施設などが整備されていないこと」が 34.4%となっています。 

前回調査との差はありません。 

性別でみると、女性では「病人、高齢者など看護・介護を女性が担わなければならないこと」が

38.9%と最も割合が高くなっています。男性では「育児休業など制度の条件が整っていないこと」が

43.3%と最も割合が高くなっています。 

 
 

  

家族の

協力や

理解な

どが得

られな

いこと

女性自

身の職

業に対

する自

覚が足

りない

こと

職場内

の配

置・昇

進など

で女性

に対す

る偏見

がある

こと

勤務時

間が長

いこと

育児休

業など

制度の

条件が

整って

いない

こと

病人、

高齢者

などの

看護・

介護を

女性が

担わな

ければ

ならな

いこと

男は仕

事、女

は家庭

という

社会通

念があ

ること

配偶者

の仕事

の都合

(長時

間労

働・転

勤)が

あるこ

と

保育施

設や介

護施設

などが

整備さ

れてい

ないこ

と

その他
わから

ない

特にな

い
無回答

2014年調査(n=965) 34.2% 8.4% 21.2% 26.3% 42.3% 37.6% 15.5% 16.3% 30.7% 2.2% 3.3% 3.6% 1.1%

2019年調査(n=911) 31.1% 8.3% 21.0% 25.8% 36.9% 30.4% 20.4% 16.1% 34.4% 2.7% 4.5% 3.1% 2.0%

女性(n=483) 34.6% 6.8% 18.8% 27.1% 31.9% 38.9% 19.7% 14.7% 32.3% 3.7% 3.7% 1.9% 1.9%

男性(n=420) 27.1% 10.2% 23.3% 24.0% 43.3% 20.7% 21.4% 18.1% 36.2% 1.7% 5.5% 2.9% 1.9%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)
33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0%

20%

40%

60%

80%

問２２ 女性が働き続けていくうえで障壁になっているのは何だと思いますか、(〇は 3つまで) 



- 62 - 

 

年齢別では、20歳代、30歳代、70歳以上では「育児休業など制度の条件が整っていないこと」が最

も割合が高く、20歳代では48.1%、30歳代では38.6%、70歳以上では36.6％となっています。また、

40歳代では「勤務時間が長いこと」が最も割合が高く37.0%、50歳代と60歳代では「保育施設や介

護施設などが整備されていないこと」が最も割合が高く、50歳代では 34.0%、60歳代では 41.5%な

っています。 

就業状況別をみると、農林水産業(自営・家族従業者)と学生では、「育児休業など制度の条件が整っ

ていない」の割合が 5 割を超えています。正規雇用者では、「育児休業など制度の条件が整っていない

こと」37.7%、「勤務時間が長いこと」35.2%と高い割合となっています。非正規雇用者では、「家族の

協力や理解などが得られないこと」39.1%、「病人、高齢者などの看護・介護を女性が担わなければな

らないこと」36.8%と高い割合となっています。 

    

家
族
の
協
力
や
理
解
な
ど
が
得
ら
れ
な

い
こ
と 

女
性
自
身
の
職
業
に
対
す
る
自
覚
が
足

り
な
い
こ
と 

職
場
内
の
配
置
・
昇
進
な
ど
で
女
性
に

対
す
る
偏
見
が
あ
る
こ
と 

勤
務
時
間
が
長
い
こ
と 

育
児
休
業
な
ど
制
度
の
条
件
が
整
っ
て

い
な
い
こ
と 

病
人
、
高
齢
者
な
ど
の
看
護
・
介
護
を

女
性
が
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う
社
会
通

念
が
あ
る
こ
と 

配
偶
者
の
仕
事
の
都
合(

長
時
間
労

働
・
転
勤)

が
あ
る
こ
と 

保
育
施
設
や
介
護
施
設
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
こ
と 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

特
に
な
い 

無
回
答 

年
齢 

２０～２９歳 
数 14 5 8 20 25 10 16 9 17 1 3 0 0 

％ 26.9% 9.6% 15.4% 38.5% 48.1% 19.2% 30.8% 17.3% 32.7% 1.9% 5.8% 0.0% 0.0% 

３０～３９歳 
数 23 10 21 25 34 9 18 22 31 8 4 1 0 

％ 26.1% 11.4% 23.9% 28.4% 38.6% 10.2% 20.5% 25.0% 35.2% 9.1% 4.5% 1.1% 0.0% 

４０～４９歳 
数 34 5 20 40 35 33 24 23 28 3 5 3 2 

％ 31.5% 4.6% 18.5% 37.0% 32.4% 30.6% 22.2% 21.3% 25.9% 2.8% 4.6% 2.8% 1.9% 

５０～５９歳 
数 43 6 34 40 47 60 28 13 49 6 7 6 3 

％ 29.9% 4.2% 23.6% 27.8% 32.6% 41.7% 19.4% 9.0% 34.0% 4.2% 4.9% 4.2% 2.1% 

６０～６９歳 
数 88 24 57 49 97 83 47 32 103 3 9 4 3 

％ 35.5% 9.7% 23.0% 19.8% 39.1% 33.5% 19.0% 12.9% 41.5% 1.2% 3.6% 1.6% 1.2% 

７０歳以上 
数 80 26 50 61 98 80 52 47 83 4 13 14 10 

％ 29.9% 9.7% 18.7% 22.8% 36.6% 29.9% 19.4% 17.5% 31.0% 1.5% 4.9% 5.2% 3.7% 

職
業 

正規雇用者(正職員・正

社員) 

数 68 19 47 87 93 63 53 50 85 8 9 3 3 

％ 27.5% 7.7% 19.0% 35.2% 37.7% 25.5% 21.5% 20.2% 34.4% 3.2% 3.6% 1.2% 1.2% 

非正規雇用者(パー

ト・アルバイト・嘱託) 

数 68 20 37 51 61 64 31 29 57 8 3 3 3 

％ 39.1% 11.5% 21.3% 29.3% 35.1% 36.8% 17.8% 16.7% 32.8% 4.6% 1.7% 1.7% 1.7% 

派遣社員、契約社員 
数 11 2 12 9 11 12 9 6 8 2 4 4 0 

％ 28.2% 5.1% 30.8% 23.1% 28.2% 30.8% 23.1% 15.4% 20.5% 5.1% 10.3% 10.3% 0.0% 

農林水産業(自営・家族

従業者) 

数 10 2 10 9 19 9 8 2 19 2 2 1 0 

％ 27.0% 5.4% 27.0% 24.3% 51.4% 24.3% 21.6% 5.4% 51.4% 5.4% 5.4% 2.7% 0.0% 

商工・サービス業(自

営・家族従業者) 

数 19 5 8 10 26 16 7 9 26 1 0 1 1 

％ 33.9% 8.9% 14.3% 17.9% 46.4% 28.6% 12.5% 16.1% 46.4% 1.8% 0.0% 1.8% 1.8% 

自由業 
数 1 1 1 1 1 0 2 0 2 0 0 1 0 

％ 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

家事専業・家事手伝い 
数 31 5 21 16 28 44 18 16 29 1 6 6 4 

％ 30.7% 5.0% 20.8% 15.8% 27.7% 43.6% 17.8% 15.8% 28.7% 1.0% 5.9% 5.9% 4.0% 

学生 
数 5 2 3 3 6 0 5 2 3 0 0 0 0 

％ 45.5% 18.2% 27.3% 27.3% 54.5% 0.0% 45.5% 18.2% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無職 
数 64 16 48 47 84 63 47 30 75 3 15 9 6 

％ 29.5% 7.4% 22.1% 21.7% 38.7% 29.0% 21.7% 13.8% 34.6% 1.4% 6.9% 4.1% 2.8% 

その他 
数 6 3 1 2 6 5 5 3 6 0 1 0 1 

％ 31.6% 15.8% 5.3% 10.5% 31.6% 26.3% 26.3% 15.8% 31.6% 0.0% 5.3% 0.0% 5.3% 
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問4で「1」～「5」のいずれかに〇印をつけた553人(女性271人、男性277人、男性・女

性と決めていない、抵抗を感じる人3人、性別無回答2人)に、職場での男女の地位の平等につい

て聞きました。①～⑨すべてにおいて「平等になっている」が最も割合が高くなっています。 

 
「どちらかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が優遇されている」を合わせる場合は、『女性の

方が優遇』と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「男性の方が優遇されている」を合わせる場

合は、『男性の方が優遇』と記載します。 

 

  

0.0

0.2

0.9

3.4

2.9

0.2

0.2

0.2

0.9

0.4

0.4

2.0

8.9

4.7

1.1

0.5

0.4

2.9

61.1

57.7

42.1

37.6

65.3

45.8

32.0

48.8

49.4

5.8

7.8

9.6

4.5

1.3

16.6

24.1

16.8

14.6

6.5

3.8

4.7

4.3

1.4

7.4

12.1

9.8

6.9

17.4

20.1

30.0

29.8

14.6

19.2

22.1

14.8

16.8

8.9 

10.1 

10.7 

11.4 

9.8 

9.8 

9.0 

9.2 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑨定年まで勤めること

⑧教育・研修を受ける機会

⑦希望職種につく機会

⑥異動・転勤

⑤有給休暇の取得

④能力評価

③昇進・昇格

②賃金など

①採用時の条件

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

問２３ 問４で「1」～「5」のいずれかに〇印をつけた方におたずねします。あなたが働いているところで

は、①～⑨の項目について、女性と男性は平等だと思いますか。（n=553） 
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「①採用時の条件」 

 前回調査との比較では、「平等になっている」について、2019 年調査が 49.4%と 2014 年調

査51.4%より2.0ポイント低くなっています。 

 性別でみると、『男性の方が優遇』について、女性は18.0%と男性24.9%より6.9ポイント低

くなっています。 

 
「②賃金など」 

 前回調査との比較では、『男性の方が優遇』について、2019 年調査が 26.6%と 2014 年調査

35.8%より 9.2ポイント低くなっています。 

 性別でみると、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」について、女性は 13.3%と男性

20.2%より 6.9ポイント低くなっています。 

 
  

0.0

0.7

1.1

0.9

2.9

0.0

2.9

3.0

2.9

4.5

0.0

48.7

50.9

49.4

51.4

0.0

16.6

12.5

14.6

10.1

0.0

8.3

5.5

6.9

14.2

66.7

16.2

16.6

16.8

10.1

33.3

6.5

10.3

8.8

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

①採用時の条件

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

0.0

0.4

0.0

0.2

0.5

0.0

0.7

0.0

0.4

1.4

0.0

49.1

49.4

48.8

43.7

0.0

20.2

13.3

16.8

13.7

0.0

7.2

12.5

9.8

22.1

66.7

14.8

14.0

14.8

11.0

33.3

7.6

10.7

9.2

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

②賃金など

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答
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「③昇進・昇格」 

前回調査との比較では、『男性の方が優遇』について、2019 年調査が 36.2%と 2014 年調査

43.3%より 7.1ポイント低くなっています。 

性別でみると、大きな差はありません。 

 
「④能力評価」 

 前回調査との比較では、『男性の方が優遇』について、2019 年調査が 24.0%と 2014 年調査

32.4%より 8.4ポイント低くなっています。 

 性別でみると、「平等になっている」について、女性は 42.4%と男性 49.5%より、7.1 ポイント低くなっ

ています。 

 
 

  

0.0

0.4

0.0

0.2

0.7

0.0

0.7

0.4

0.5

1.0

0.0

33.2

31.4

32.0

31.2

0.0

27.1

21.4

24.1

16.1

0.0

10.1

14.4

12.1

27.2

66.7

21.3

22.1

22.1

15.1

33.3

7.2

10.3

9.0

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

③昇進・昇格

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

0.0

0.4

0.0

0.2

0.5

0.0

1.8

0.4

1.1

1.2

0.0

49.5

42.4

45.8

46.1

0.0

16.2

17.3

16.6

15.1

0.0

6.5

8.5

7.4

17.3

66.7

17.7

19.9

19.2

11.3

33.3

7.9

11.4

9.8

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

④能力評価

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答



- 66 - 

 

「⑤有給休暇の取得」 

前回調査との比較では、『女性の方が優遇』について、2019 年調査が 7.6%と 2014 年調査

13.4%より 5.8ポイント低くなっています。 

性別でみると、『女性の方が優遇』について、女性は 4.8%と男性10.1%より、5.3ポイント低くなって

います。 

 
「⑥異動・転勤」 

前回調査との比較では、『女性の方が優遇』について、2019 年調査が 12.3%と 2014 年調査

20.0%より 7.7ポイント低くなっています。 

性別でみると、『女性の方が優遇』について、女性は 10.7%と男性 14.1%より、3.4ポイント低くなっ

ています。 

 
  

0.0

4.0

1.8

2.9

3.3

0.0

6.1

3.0

4.7

10.1

0.0

65.3

66.4

65.3

65.6

0.0

1.1

1.5

1.3

1.0

0.0

1.4

1.5

1.4

1.5

66.7

14.4

14.0

14.6

9.9

33.3

7.6

11.8

9.8

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

⑤有給休暇の取得

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている わからない
無回答

0.0

5.1

1.8

3.4

5.1

0.0

9.0

8.9

8.9

14.9

0.0

38.6

37.3

37.6

37.7

0.0

4.0

5.2

4.5

3.6

0.0

4.7

4.1

4.3

4.6

66.7

28.9

29.9

29.8

24.0

33.3

9.7

12.9

11.4

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

⑥異動・転勤

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答
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「⑦希望職種につく機会」 

前回調査との比較では、『女性の方が優遇』について、2019年調査が2.9％と2014年調査8.1%

より 5.2ポイント低くなっています。 

性別でみると、『女性の方が優遇』について、女性は1.1%と男性4.6%より3.5ポイント低くなってい

ます。 

 
「⑧教育・研修を受ける機会」 

前回調査との比較では、「平等になっている」について、2019 年調査が 57.7%と 2014 年調査

62.5%より 4.8ポイント低くなっています。 

性別でみると、「平等になっている」について、女性は56.1%と男性60.3%より、4.2ポイント低くなっ

ています。 

 
  

0.0

1.4

0.4

0.9

1.9

0.0

3.2

0.7

2.0

6.2

0.0

43.7

41.3

42.1

45.2

0.0

8.7

10.7

9.6

7.5

0.0

5.1

4.4

4.7

10.4

66.7

29.6

29.5

30.0

19.5

33.3

8.3

12.9

10.7

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

⑦希望職種につく機会

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答

0.0

0.4

0.0

0.2

0.7

0.0

0.4

0.4

0.4

0.9

0.0

60.3

56.1

57.7

62.5

0.0

7.6

8.1

7.8

6.2

0.0

3.2

4.4

3.8

9.1

66.7

19.9

19.2

20.1

12.0

33.3

8.3

11.8

10.1

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

⑧教育・研修を受ける機会

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答
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「⑨定年まで勤めること」 

前回調査との比較では、『男性の方が優遇』について、2019 年調査が 12.3%と 2014 年調査

21.4%より 9.1ポイント低くなっています。 

性別でみると、「平等になっている」について、女性は 59.8%と男性 63.5%より 3.7ポイント低くなっ

ています。 

 
 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.4

0.4

0.4

0.7

0.0

63.5

59.8

61.1

59.1

0.0

5.0

6.6

5.8

8.4

0.0

5.4

7.7

6.5

13.0

66.7

18.1

15.5

17.4

10.4

33.3

7.6

10.0

8.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=277)

女性(n=271)

2019年調査(n=553)

2014年調査(n=584)

⑨定年まで勤めること

女性の方が優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が優遇されている わからない

無回答
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問4で「4」または「5」のいずれかに〇印をつけた方のうち、家族で経営している86人(農林

水産業 36 人、商工・サービス業 50 人)に聞きました。①～⑤すべての項目で「必要である」が

最も割合が高くなっています。 

 
 

「①経営方針を話し合う機会をもつ」 

前回調査との比較では、「わからない」について、2019 年調査 16.3%と 2014 年調査 5.0%より

11.3ポイント高くなっています。 

就業状況別でみると、「必要である」について、農林水産業は69.4％と商工・サービス業62.0%より、

7.4ポイント高くなっています。 

 

46.5

39.5

46.5

64.0

65.1

14.0 

11.6 

7.0 

5.8 

5.8 

23.3

30.2

27.9

15.1

16.3

16.3

18.6

18.6

15.1

12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑤１日の就業時間を決める

④一人ひとりの仕事の定休日を決める

③一人ひとりの給与などの報酬を決める

②仕事上の役割分担を決める

①経営方針を話し合う機会をもつ

必要である 必要でない わからない 無回答

62.0

69.4

65.1

66.3

6.0

5.6

5.8

3.8

16.0

16.4

16.3

5.0

16.0

8.3

12.8

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商工・サービス業(n=50)

農林水産業(n=36)

2019年調査(n=86)

2014年調査(n=80)

①経営方針を話し合う機会をもつ

必要である 必要でない わからない 無回答

問２４ 問４で「4」または「5」に〇印をつけた方のうち、家族で経営している方におたずねします。あなた

は、家族間で①～⑤の項目について必要だと思いますか。（n=86） 
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「②仕事上の役割分担を決める」 

前回調査との比較では、「必要である」について、2019年調査が64.0%と2014年調査67.5%よ

り 3.5ポイント低くなっています。 

就業状況別でみると、「必要である」について、農林水産業は 66.7%と商工・サービス業 62.0%より

4.7ポイント高くなっています。 

 
 

「③一人ひとりの給与などの報酬を決める」 

前回調査との比較では、「必要である」について、2019年調査が46.5%と2014年調査50.0%よ

り 3.5ポイント低くなっています。 

就業状況別でみると、「必要である」について、農林水産業は 30.6%と商工・サービス業 58.0%より

27.4ポイント低くなっています。 

 
 

  

62.0

66.7

64.0

67.5

6.0

5.6

5.8

5.0

16.0

13.9

15.1

1.3

16.0

13.9

15.1

26.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商工・サービス業(n=50)

農林水産業(n=36)

2019年調査(n=86)

2014年調査(n=80)

②仕事上の役割分担を決める

必要である 必要でない わからない 無回答

58.0

30.6

46.5

50.0

2.0

13.9

7.0

8.8

22.0

36.1

27.9

13.8

18.0

19.4

18.6

27.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商工・サービス業(n=50)

農林水産業(n=36)

2019年調査(n=86)

2014年調査(n=80)

③一人ひとりの給与などの報酬を決める

必要である 必要でない わからない 無回答
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「④一人ひとりの仕事の定休日を決める」 

前回調査との比較では、「必要である」について、2019年調査が39.5%と2014年調査51.3%よ

り 11.8ポイント低くなっています。 

就業状況別でみると、「必要である」について、農林水産業は19.4%と商工・サービス業54.0%より、

34.6ポイント低くなっています。 

 
 

「⑤1日の就業時間を決める」 

前回調査との比較では、「必要でない」について、2019年調査が14.0%と2014年調査20.0%よ

り 6.0ポイント低くなっています。 

就業状況別でみると、「必要である」について、農林水産業は30.6%と商工・サービス業58.0%より、

27.4ポイント低くなっています。 

 
  

54.0

19.4

39.5

51.3

8.0

16.7

11.6

10.0

22.0

41.7

30.2

11.3

16.0

22.2

18.6

27.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商工・サービス業(n=50)

農林水産業(n=36)

2019年調査(n=86)

2014年調査(n=80)

④一人ひとり仕事の定休日を決める

必要である 必要でない わからない 無回答

58.0

30.6

46.5

45.0

8.0

22.2

14.0

20.0

18.0

30.6

23.3

8.8

16.0

16.7

16.3

26.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商工・サービス業(n=50)

農林水産業(n=36)

2019年調査(n=86)

2014年調査(n=80)

⑤１日の就業時間を決める

必要である 必要でない わからない 無回答
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6.心とからだについて 

全体では、「受診した」の割合が 82.2%、「受診しなかった」の割合が 17.0%となっています。 

前回調査との比較では「受診した」について、2019 年調査が 82.2%と 2014 年調査 77.1%より

5.1ポイント高くなっています。 

 
年齢別でみると、「受診した」の割合が50歳代で9割を超えています。一方、30歳代で「受診しなか

った」が 2割を超えています。 

 

100.0

84.0

80.5

82.2

77.1

0.0

15.2

18.6

17.0

21.9

0.0

0.4

0.8

0.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

受診した 受診しなかった 無回答

79.5

80.6

91.0

84.3

78.4

80.8

18.7

18.5

9.0

15.7

21.6

19.2

1.9

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=268)

60～69歳(n=248)

50～59歳(n=144)

40～49歳(n=108)

30～39歳(n=88)

20～29歳(n=52)

受診した 受診しなかった 無回答

問２５ あなたは2018(平成30)年度〔2018(平成30)年4月～2019(平成31)年３月〕の１年間で、

健康診断を受診しましたか。 
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問25で「2.受診しなかった」に〇印をつけた155人(女性90人、男性64人、性別無回答1

人)に、理由を聞きました。全体で最も割合が高いのは「受診する機会がなかったから」が 33.5%と

なっています。 

性別でみると、女性では「受診する機会がなかったから」が 41.1%と最も割合が高くなっています。男

性では「その他」が 31.3%と最も割合が高くなっています。 

 
年齢別でみると、「受診する機会がなかったから」について、20歳代が70.0%と最も高く、70

歳以上20.0%より50.0ポイント高くなっています。40歳代と50歳代は「忙しくて受ける暇が

なかったから」が2割を超えています。 

 

23.4

41.1

33.5

39.8

9.4

4.4

6.5

7.1

12.5

14.4

13.5

13.3

9.4

1.1

4.5

6.6

12.5

15.6

14.2

14.7

31.3

18.9

24.5

17.5

1.6

4.4

3.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=64)

女性(n=90)

2019年調査(n=155)

2014年調査(n=211)

受診する機会がなかったから 健康には自信があるから 忙しくて受ける暇がなかったから

経済的にゆとりがないから 健康診断は好まないから その他

無回答

20.0

26.1

30.8

35.3

68.4

70.0

6.0

13.0

0.0

5.9

0.0

0.0

8.0

13.0

23.1

29.4

10.5

10.0

6.0

6.5

0.0

0.0

5.3

0.0

14.0

17.4

38.5

5.9

5.3

0.0

44.0

21.7

0.0

17.6

10.5

10.0

2.0

2.2

7.7

5.9

0.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=50)

60～69歳(n=46)

50～59歳(n=13)

40～49歳(n=17)

30～39歳(n=19)

20～29歳(n=10)

受診する機会がなかったから 健康には自信があるから 忙しくて受ける暇がなかったから

経済的にゆとりがないから 健康診断は好まないから その他

無回答

問２６ 問２５で「2.受診しなかった」に〇印をつけた方におたずねします。なぜ、受診しなかったのです

か。（n=155） 
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全体で最も割合が高いのは「健康診断の機会の充実」が 59.6%、次いで「心とからだの健康にかか

わる相談の充実」が 42.4%となっています。 

前回調査との差はありません。 

性別でみると、女性・男性とも「健康診断の機会の充実」が最も割合が高く、女性は 56.5%、男性は

63.1％となっています。さらに「女性専門外来の設置・普及」について、女性は 30.6%と男性 13.6%よ

り 17.0ポイント高くなっています。 

 

健康診

断の機

会の充

実

心とか

らだの

健康に

かかわ

る相談

の充実

女性専

門外来

の設

置・普

及

男性更

年期外

来の設

置・普

及

思春期

外来の

設置・

普及

妊娠・

出産期

におけ

る健康

支援

妊娠・

出産・

避妊・

中絶な

どの自

己決定

権につ

いて学

習する

機会の

提供

不妊に

関する

情報提

供・相

談の充

実

性の多

様性に

対する

理解を

進める

啓発、

情報提

供の推

進

その他
わから

ない

特に必

要なこ

とはな

い

無回答

2014年調査(n=965) 61.2% 42.0% 23.9% 11.4% 9.8% 16.4% 7.5% 8.3% 8.1% 3.4% 7.2% 5.0% 2.9%

2019年調査(n=911) 59.6% 42.4% 22.7% 13.0% 11.2% 16.2% 9.3% 9.8% 11.6% 4.9% 9.5% 5.6% 2.5%

女性(n=483) 56.5% 44.1% 30.6% 9.3% 12.6% 17.4% 9.7% 10.6% 11.6% 4.6% 8.5% 5.6% 3.9%

男性(n=420) 63.1% 41.0% 13.6% 16.9% 9.3% 15.0% 9.0% 8.8% 11.9% 5.2% 10.7% 5.5% 1.0%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)
66.7% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0%

0%

20%

40%

60%

80%

問２７ あなたは、心とからだの健康のために、どのような取り組みが必要だと思いますか。(〇はいくつで

も) 
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7.ドメスティック・バイオレンス(配偶者・恋人からの暴力)について 

言葉の認知度について、①ドメスティック・バイオレンス、②セクシュアルハラスメント、③

パワーハラスメントでは、「内容を知っている」が最も割合が高く7割を超えています。一方、⑤

パタニティハラスメントは、「知らない」が最も割合が高く61.8%となっています。 

 
前回調査との比較では、①～④の項目での「内容を知っている」について、2019 年調査が 2014

年調査よりすべて割合が高くなっています。③パワーハラスメントと④マタニティハラスメントは 10ポイ

ント以上認知度が高くなっています。なお、⑤パタニティハラスメントは 2019年調査より新たに追加し

た項目のため比較していません。 

 

12.3

64.9

76.6

76.4

72.1

20.3

19.0

14.7

13.2

17.1

61.8

11.7

5.3

6.4

7.7

5.6

4.4

3.4

4.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑤パタニティハラスメント

④マタニティハラスメント

③パワーハラスメント

②セクシュアルハラスメント

①ドメスティック・バイオレンス

内容を知っている 言葉は聞いたことはあるが、内容までは知らない 知らない 無回答

67.4
72.1 70.7

76.4

63.9

76.6

51.4

64.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2014年調査 2019年調査 2014年調査 2019年調査 2014年調査 2019年調査 2014年調査 2019年調査

①ドメスティック・バイオレンス ②セクシュアルハラスメント ③パワーハラスメント ④マタニティハラスメント

問２８ あなたは、次の言葉についてご存じですか。 



- 76 - 

 

全体で最も割合が高いのは「暴力を受けたことはない」が 86.1%、次いで「過去に暴力を受けたこと

がある」が 8.7%となっています。 

前回調査との差はありません。 

性別でみると、「過去に暴力を受けたことがある」について、女性は 13.5%と男性3.1%より 10.4ポ

イント高くなっています。 

 
年齢別でみると、すべての年代で「過去に暴力を受けたことがある」としており、30歳代から 50歳代

で 1割を超えています。 

 

0.0

3.1

13.5

8.7

7.5

0.0

0.2

1.0

0.8

0.9

100.0

91.9

81.6

86.1

88.1

0.0

4.8

3.9

4.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・女性と決めていない、

抵抗を感じる人(n=3)

男性(n=420)

女性(n=483)

2019年調査(n=911)

2014年調査(n=965)

過去に暴力を受けたことがある 現在も暴力を受けている 暴力を受けたことはない 無回答

6.7

7.3

11.8

10.2

12.5

7.7

0.0

0.8

1.4

2.8

0.0

0.0

81.3

89.9

86.1

86.1

86.4

90.4

11.9

2.0

0.7

0.9

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上(n=268)

60～69歳(n=248)

50～59歳(n=144)

40～49歳(n=108)

30～39歳(n=88)

20～29歳(n=52)

過去に暴力を受けたことがある 現在も暴力を受けている 暴力を受けたことはない 無回答

問２９ あなたはドメスティック・バイオレンス(配偶者や恋人など親密な関係にある、又はあった者から振

るわれる暴力)を受けた経験がありますか。 
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問 29 で「1」または「2」に〇印をつけた 86 人(女性 70 人、男性 14 人、性別無回答 2 人)

に、理由を聞きました。全体で最も割合が高いのは「身体的暴力」が 69.8%、次いで「精神的暴力、

物の破壊」が 68.6％となっています。 

前回調査との比較では、「性的暴力」について、2019年調査が 22.1%と 2014年調査13.6%より

8.5ポイント高くなっています。 

性別でみると、女性・男性とも「身体的暴力」「精神的暴力、物の破壊」が最も割合が高くなっています。

また、「性的暴力」について、女性が 25.7%と男性7.1%より、18.6ポイント高くなっています。 

 
 

  

14.3

14.3

14.3

7.1

78.6

78.6

4.3

12.9

17.1

25.7

68.6

68.6

7.0

12.8

16.3

22.1

68.6

69.8

2.5

13.6

17.3

13.6

74.1

65.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

経済的暴力

社会的暴力

性的暴力

精神的暴力、物の破壊

身体的暴力

2014年調査(n=81) 2019年調査(n=86) 女性(n=70) 男性(n=14)

問３０ 問２９で「1」または「2」に〇印をつけた方におたずねします。あなたは、どんな暴力をうけました

か。(〇はいくつでも)（n=86） 
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問 29 で「1」または「2」に〇印をつけた 86 人(女性 70 人、男性 14 人、性別無回答 2 人)

に、理由を聞きました。全体で最も割合が高いのは「相談しなかった」が 51.2%、次いで「友人・知人」

が 19.8%となっています。 

前回調査との比較では、「家族・親族」について、2019年調査が 17.4%と 2014年調査 28.4%よ

り 11.0ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性・男性とも「相談しなかった」が最も割合が高く、女性は 52.9%、男性は 50.0％と

なっています。 

 

警察署 市役所
人権擁

護委員

三重県

配偶者

暴力相

談支援

セン

ター

三重県

男女共

同参画

セン

ター

三重県

人権セ

ンター

など、

その他

の県の

機関

民間支

援団体

医師そ

の他医

療関係

者

家族・

親族

友人・

知人
その他

相談し

なかっ

た

無回答

2014年調査(n=81) 6.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 4.9% 28.4% 34.6% 1.2% 46.9% 2.5%

2019年調査(n=86) 10.5% 4.7% 1.2% 0.0% 0.0% 1.2% 2.3% 3.5% 17.4% 19.8% 5.8% 51.2% 2.3%

女性(n=70) 10.0% 4.3% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 2.9% 18.6% 21.4% 5.7% 52.9% 1.4%

男性(n=14) 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 7.1% 14.3% 14.3% 0.0% 50.0% 0.0%

0%

20%

40%

60%

80%

問３１ 問２９で「1」または「2」に〇印をつけた方におたずねします。あなたは、暴力を受けたとき誰に相

談しましたか。(〇はいくつでも)（n=86） 
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全体で最も割合が高いのは「警察署」が 68.6%、次いで「市役所」が 28.3%となっています。 

前回調査との差はありません。 

性別でみると、女性・男性とも「警察署」が最も割合が高く、女性は65.4%、男性は73.1％となってい

ます。 

 
  

警察署 市役所
人権擁

護委員

三重県

配偶者

暴力相

談支援

セン

ター

三重県

男女共

同参画

セン

ター

三重県

人権セ

ンター

など、

その他

の県の

機関

民間支

援団体

医師そ

の他医

療関係

者

その他

相談窓

口とし

て知っ

ている

ところ

はない

無回答

2014年調査(n=965) 70.6% 26.1% 19.4% 14.0% 7.2% 12.4% 4.2% 12.6% 1.0% 13.6% 11.4%

2019年調査(n=911) 68.6% 28.3% 16.5% 14.8% 7.6% 12.4% 5.2% 10.6% 1.0% 14.9% 11.6%

女性(n=483) 65.4% 25.7% 12.2% 18.0% 6.8% 10.6% 3.7% 12.0% 0.8% 15.3% 12.4%

男性(n=420) 73.1% 31.4% 21.4% 11.2% 8.3% 14.5% 6.7% 9.0% 1.2% 14.3% 9.8%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)
33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3%

0%

20%

40%

60%

80%

問３２ ドメスティック・バイオレンス(配偶者や恋人など親密な関係にある、又はあった者から振るわれる

暴力)を受けたとき相談できる機関や関係者のうち知っているものを次の中から選んでください。(〇

はいくつでも) 
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全体で最も割合が高いのは「被害者が早期に相談できるよう身近な相談窓口を増やす」が 37.8%、

次いで「被害者のための相談所や保護施設を整備する」が 35.3%となっています。 

前回調査との差はありません。なお、「加害者に対するカウンセリング」の項目は 2019 年調査より新

たに追加した項目のため比較していません。 

性別でみると、女性は「被害者のための相談所や保護施設を整備する」が 39.5%と最も割合が高く

なっています。男性では「被害者が早期に相談できるよう身近な相談窓口を増やす」が 40.5%と最も割

合が高くなっています。 

 
  

法律・

制度の

制定や

見直し

を行う

犯罪の

取り締

まりを

強化す

る

被害者

が女性

である

場合

は、捜

査や裁

判での

担当者

に女性

を増や

す

被害者

を支援

し、暴

力に反

対する

市民運

動を盛

り上げ

る

被害者

のため

の相談

所や保

護施設

を整備

する

被害者

が早期

に相談

できる

よう身

近な相

談窓口

を増や

す

学校・

家庭に

おける

男女平

等や性

につい

ての教

育を充

実させ

る

人権尊

重につ

いての

教育を

学校・

家庭に

おいて

充実さ

せる

メディ

ア(新

聞・テ

レビな

ど)が

自主的

に倫理

規定を

強化す

る

過激な

内容の

ビデオ

やゲー

ムソフ

トなど

の販売

や貸出

を制限

する

加害者

に対す

るカウ

ンセリ

ング

その他
わから

ない

特に必

要なこ

とはな

い

無回答

2014年調査(n=965) 28.5% 34.6% 29.9% 4.8% 33.4% 42.0% 13.8% 13.6% 5.8% 20.7% 0.0% 2.4% 4.9% 0.4% 7.3%

2019年調査(n=911) 28.4% 29.1% 19.6% 5.6% 35.3% 37.8% 13.7% 14.1% 4.6% 13.8% 13.1% 2.4% 6.1% 0.9% 8.9%

女性(n=483) 25.3% 25.1% 20.3% 4.3% 39.5% 35.6% 13.7% 15.1% 3.7% 16.1% 15.3% 1.7% 6.2% 0.6% 11.0%

男性(n=420) 31.7% 34.3% 19.0% 7.1% 31.0% 40.5% 14.0% 12.9% 5.7% 11.2% 10.5% 3.3% 6.2% 1.0% 6.2%

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)
66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

0%

20%

40%

60%

80%

問３３ 性犯罪や売買春(いわゆる「援助交際」を含む)、ドメスティック・バイオレンス(配偶者や恋人など

親密な関係にある、又はあった者から振るわれる暴力)などをなくすためにはどうしたらよいと思い

ますか。(〇は 3つまで) 
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8.男女共同参画社会全般について 

法律の認知度について、①男女共同参画社会基本法、④育児・介護休業法、⑤配偶者からの暴

力の防止及び被害者の保護に関する法律は「言葉は聞いたことはあるが、内容までは知らない」

が最も割合が高く、①48.5%、④39.8%、⑤47.4%となっています。②男女雇用機会均等法は「内

容を知っている」が最も割合が高く45.9%となっています。③女性活躍推進法、⑥伊賀市男女共

同参画推進条例、⑦伊賀市男女共同参画都市宣言は「知らない」が最も割合が高く、③41.6%、

⑥45.2%、⑦47.6%と4割を超えています。 

 
「内容を知っている」のみ前回調査と比較をすると、①②の項目について、2019 年調査が 2014 年

調査より若干割合が高くなっています。そのほかは大きな差はなく、法律の認知度は変化があまり見られ

ません。なお、③女性活躍推進法は 2019年調査より新たに追加した項目のため比較していません。 

 

5.9

5.9

18.3

34.0

8.0

45.9

14.8

37.3

39.4

47.4

39.8

39.5

34.6

48.5

47.6

45.2

24.3

15.6

41.6

10.9

27.6

9.1

9.4

10.0

10.5

10.9

8.7

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦伊賀市男女共同参画都市宣言

⑥伊賀市男女共同参画推進条例

⑤配偶者からの暴力の防止及び

被害者の保護に関する法律

④育児・介護休業法

③女性活躍推進法

②男女雇用機会均等法

①男女共同参画社会基本法

内容を知っている 言葉は聞いたことはあるが、内容までは知らない 知らない 無回答

13.0 14.8

41.7
45.9

37.6
34.0

20.6
18.3

5.9 5.9 5.2 5.9
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20%

40%

60%

2014年

調査

2019年

調査

2014年

調査

2019年

調査

2014年

調査

2019年

調査

2014年

調査

2019年

調査

2014年

調査

2019年

調査

2014年

調査

2019年

調査

①男女共同参画社

会基本法

②男女雇用機会均

等法

④育児・介護休業

法

⑤配偶者からの暴

力の防止及び被害

者の保護に関する

法律

⑥伊賀市男女共同

参画推進条例

⑦伊賀市男女共同

参画都市宣言

問３４ あなたは、次の法律などについてご存じですか。 
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休暇・休業を取得について、①～⑥の項目すべてにおいて「取得したことがない」が 7～8 割となって

います。 

 
「取得したことがある」を性別でみると、女性は、①育児休業の割合が 15.3%と、男性 0.2%より

15.1ポイント高くなっています。また、③子の看護休暇、⑥育児短時間勤務の取得についても男性より女

性のほうが高くなっています。 

 

2.6

1.8

1.0

4.5

7.2

8.2

78.9

79.7

80.9

77.5

73.2

76.1

18.4

18.6

18.1

18.0

19.5

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑥育児短時間勤務

⑤介護休暇

④介護休業

③子の看護休暇

②配偶者出産休暇

①育児休業

取得したことがある 取得したことがない 無回答

15.3

0.2
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5.6

3.3

1.2 0.7
1.9 1.7

4.6

0.5

0%

5%

10%

15%

20%

女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性

①育児休業 ②配偶者出産休暇 ③子の看護休暇 ④介護休業 ⑤介護休暇 ⑥育児短時間勤務

問３５ あなたは、次の休暇・休業を取得したことがありますか。 
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①育児休業 「取得したことがある」75名の内、65名が期間を記述、10名は無回答 

最長は 3年、最短は 2週間となっています。 

最も多く記述のあった期間は 1年、次いで 10か月となっています。 

期間 ～６か月以下 6か月超える 

～1年以下 

１年超える 

～1年6か月以下 

1年６か月超える 

～2年以下 

2年超える 

～2年６か月以下 

2年６か月超える 

～3年以下 

回 19 45 1 5 1 2 

 

 

④介護休業「取得したことがある」9名の内、7名が期間を記述、2名は無回答 

最長は 3か月、最短が 2日となっています。 

最も多く記述のあった期間は 2か月となっています。 

期間 ～1週間以下 1週間超える 

～1か月以下 

1か月超える 

～1か月半以下 

1か月半超える 

～2か月以下 

2か月超える 

～3か月以下 

回 2 0 1 3 1 

  

問３５-１ 問３５で「①育児休業」および「④介護休業」いずれかを取得したことがある」に〇印をつけた

方におたずねします。それぞれの取得した期間はどれくらいですか。（記述） 
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全体で最も割合が高いのは「保育、介護の施設やサービスを充実する」が３２．３%、次いで「男女が

共に家庭生活と仕事やその他の活動が両立できるような支援策を充実する」が３１．４％となっています。   

前回調査との比較では、「保育、介護の施設やサービスを充実する」について、2019 年調査が

32.3％と 2014年調査42.2%より 9.9ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性では「保育、介護の施設やサービスを充実する」が 38.1%と最も割合が高くなっ

ています。男性では「男女が共に家庭生活と仕事やその他の活動が両立できるような支援策を充実する」

が 27.9%と最も割合が高くなっています。 

 

33.3

33.3

33.3

33.3

33.3

8.8

10.0

5.2

3.3

17.4

4.8

27.9

25.7
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8.9

10.4

3.7

1.9

9.9

6.6
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38.1

15.7

30.4

18.2

8.7

14.1

8.3

9.1

10.1

4.5

2.6

13.3

5.7

31.4

32.3

17.7

27.8

20.7

11.5

18.8

9.5

2.8

8.2

5.0

1.1

18.0

8.3

38.5

42.2

17.8

30.6

17.5

13.4

18.9

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

わからない

特にない

その他

寄り合いや防災活動など地域の自治活動に女性の視点を取り入れるため、

住民自治協議会への女性の積極的な参加を促す

住民自治活動、NPO活動、ボランティア活動との協働をすすめる

男女が共に家庭生活と仕事やその他の活動が

両立できるような支援策を充実する

保育、介護の施設やサービスを充実する

職場における男女の均等な取扱いについて周知徹底を行う

学校教育や社会教育・生涯学習の場で男女の平等と

相互の理解や協力についての学習を充実する

男女共同参画に関する広報や啓発を充実する

各種団体の女性リーダーを養成する

女性を政策決定の場に積極的に登用する

男女共同参画をめざした条例、宣言の見直しを行う

2014年調査(n=965)

2019年調査(n=911)

女性(n=483)

男性(n=420)

男性・女性と決めていない

抵抗を感じる人(n=3)

問３６ 男女共同参画を推進していくために今後、伊賀市ではどのようなことに力を入れていけばよいと

思いますか。(〇は 3つまで) 



- 85 - 

 

就業別でみると、正規雇用者で最も高い割合は「男女が共に家庭生活と仕事やその他の活動が両立

できるような支援策を充実する」が 36.4%、次いで「保育、介護の施設やサービスを充実する」が

34.8%となっています。非正規雇用者で最も高い割合は「保育、介護の施設やサービスを充実する」が

37.4%となっています。学生で最も高い割合は「学校教育や社会教育・生涯学習の場で男女平等と相

互の理解や協力についての学習を充実する」が45.5%、次いで「女性を政策決定の場に積極的に登用

する」「保育、介護の施設やサービスを充実する」各36.4％となっています。 

 男
女
共
同
参
画
を
め
ざ
し
た
条
例
、宣
言
の
見
直
し
を
行
う 

女
性
を
政
策
決
定
の
場
に
積
極
的
に
登
用
す
る 

各
種
団
体
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
広
報
や
啓
発
を
充
実
す
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学
校
教
育
や
社
会
教
育
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涯
学
習
の
場
で
男
女
平
等
と
相
互
の
理
解
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協
力
に
つ
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て
の
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習
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す
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に
お
け
る
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の
均
等
な
取
扱
い
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
行
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保
育
、介
護
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
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男
女
が
共
に
家
庭
生
活
と
仕
事
や
そ
の
他
の
活
動
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で
き
る
よ
う

な
支
援
策
を
充
実
す
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住
民
自
治
活
動
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
協
働
を
す
す

め
る 

寄
り
合
い
や
防
災
活
動
な
ど
地
域
の
自
治
活
動
に
女
性
の
視
点
を
取
り

入
れ
る
た
め
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民
自
治
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議
会
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
参
加
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促
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そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

正規雇用者 9.7% 17.4% 13.0% 21.9% 30.0% 19.0% 34.8% 36.4% 4.0% 8.9% 2.8% 5.3% 10.1% 

非正規雇用者 8.6% 17.8% 10.9% 20.7% 29.3% 19.5% 37.4% 34.5% 5.2% 15.5% 2.9% 2.3% 8.0% 

派遣社員、契約社員 10.3% 15.4% 17.9% 25.6% 25.6% 12.8% 17.9% 33.3% 2.6% 5.1% 2.6% 7.7% 23.1% 

農林水産業 10.8% 24.3% 13.5% 35.1% 37.8% 24.3% 24.3% 21.6% 2.7% 24.3% 0.0% 5.4% 5.4% 

商工・サービス業 5.4% 28.6% 19.6% 17.9% 21.4% 14.3% 39.3% 32.1% 1.8% 16.1% 3.6% 5.4% 5.4% 

自由業 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 

家事専業・家事手伝い 7.9% 14.9% 6.9% 12.9% 28.7% 13.9% 33.7% 28.7% 9.9% 13.9% 1.0% 6.9% 8.9% 

学生 9.1% 36.4% 0.0% 18.2% 45.5% 9.1% 36.4% 27.3% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 

無職 12.0% 21.2% 11.1% 22.6% 24.0% 17.1% 26.7% 26.7% 7.4% 16.6% 2.8% 3.2% 10.6% 

その他 5.3% 5.3% 0.0% 0.0% 31.6% 15.8% 31.6% 31.6% 10.5% 5.3% 0.0% 10.5% 15.8% 

 

 

 


